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公費留学の充実を 

公益財団法人 京都健康管理研究会 理事長 泉  孝 英 

健康塾通信の本号は、私にとっては、大変楽しいことになりました。 

角谷慶人、興梠陽平の二人の先生方からカナダ留学記、アメリカ留学記の寄稿をいただけたこ

とです。2020年10月、公益財団法人京都健康管理研究会の再出発にあたって、私の描いた夢は、

『もはや、留学はおろか海外の学会参加も無理な歳になってみれば、若い先生方に留学、また学会

に参加してもらい、見聞を教えて欲しい』でした。この私の夢は１年６カ月で実現されました。

本当に楽しいことだと感謝しております。 

留学の目的は、まずは見聞を広げることです。明治期のドイツ留学以来、戦後期の米国留学ま

では、内外からの公費・準公費による留学で、まさに見聞が主流でした。しかし、1960年前後か

ら急速に米国での研究員としての留学に代わってきました。Impact Factor の高い論文をまとめて

帰国することが教授への途となり、臨床軽視、医療制度無関心の風潮を生じてきました。 

本誌「伊藤鐡夫先生と1966年ヨーロッパの旅」は、教授になれば、３カ月、欧米にでかけて見

聞を広げてこいとの「在外研究員制度」があった時代の話です。現在、「在外研究員規程」を法令

検索すると『実効性喪失』とあります。さびしい話です。        （京都大学名誉教授） 
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私のカナダ臨床医学留学 
〜University of Ottawa Heart Institute での半年間を振り返る〜 

角谷慶人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ University of Ottawa Heart Institute 正面玄関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ University of Ottawa Heart Institute の前に広が 

る農場 

πḇαθ ᶘϒχ Ϧ 

私は2009年に自治医科大学を卒業し、同校

の卒後規定のもと、故郷である京都府に戻り、

９年間の地域医療に従事した。日本海側の豪

雪地帯や京都府中部の山間部など様々な僻地

での診療は、多くの貴重な症例を経験できる

とともに患者さんとの距離が近く、臨床医と

して非常にやりがいのある仕事であった。一

方で、研究や論文執筆などの「学術的な」部

分において、同世代の医師と比べて十分な経

験を積めていないことにコンプレックスを感

じていた。 

その頃、何度か国際学会に参加する機会に

恵まれた。そこで、海外留学中の若手医師が、

堂々と英語で発表し、外国人医師と対等に議

論している姿を目にする機会があった。「自

分もいつか海外で通用するような医師になり

たい！」地域医療に従事しながらも、海外留

学への憧れがどんどん強くなった。 

９年間の義務年限が終了した後、京都府立

医科大学大学院で、循環器内科として最先端

の弁膜症カテーテル治療（経皮的大動脈弁置

換術、経皮的僧帽弁形成術など）に携わった。

また、心臓核医学に関する臨床研究を行い、

複数の論文を完成させ、大学院を卒業するこ

とが出来た。こうして、ようやく長年の憧れ

であった海外留学への道が開かれた。 

 

ϸЗЍΩ χ ЈрЌ˔ 

私の留学先である University of Ottawa 

Heart Institute（写真１,２）は、カナダで最

大の心臓病センターで、日々、数多くの心臓

血管外科手術、心臓カテーテル治療が行われ

ている。それと同時に、心臓画像診断、特に

心臓核医学の分野で傑出した症例数を誇る。

私は、大学院の研究内容から、心臓核医学、

特に心臓 PET に興味を持っていた。Univer- 

sity of Ottawa Heart Instituteは、北米で心臓

PETを学ぶには最適の留学先であった。幸運
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写真３ オタワ国立美術館の前にある蜘蛛のオブジェ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

写真４ オタワ市内中心部ダウンタウン 

にも、2020年の夏に留学の申し出が受理され、

2021年７月、コロナ禍の真っ只中であったが、

留学生活を開始した。 

 

ϸЗЍπχ Ộ  

カナダのオンタリオ州では、日本の医師免

許、専門医資格を認証してもらうことで、「臨

床医」として働くことが可能である。私の身

分は“Clinical and Research Fellow”であり、

週４日は臨床業務、週１日は研究を行ってい

る。臨床業務としては、心臓 CT、心臓 MRI、

心臓核医学検査（SPECT/PET）の読影業務

が中心であるが、指導医とともに外来診療に

従事したり、週末に病棟患者の回診を担うこ

ともある。異国の地で臨床医として働くこと

は、とても刺激的な経験であるが、一方で、

言語コミュニケーションが常に障壁となる。

それだけではない。薬剤の種類や用量、病院

内のルール、医療システムそのものなど、日

本と異なる点が多々あり、これらに順応する

ことは容易ではない。いまだに悪戦苦闘する

毎日である。幸い、指導医や同僚のフェロー

に恵まれ、毎日のように助けてもらっている。

彼らは皆、非常に優秀であるとともに教育的

である。私はこれまで、心臓カテーテル治療

を専門としてきたため、心臓画像診断につい

ての経験や知識はまったく不十分で、医学生

になったつもりで、イチから学習し直してい

るところである。 

研究としては、現在、PETを用いたランダ

ム化比較試験の研究計画を立て、倫理審査に

向けて準備を行っている。ようやく研究資金

の確保の目処が立ったので、倫理審査をクリ

アできれば、早々に研究を実行に移したい。

また、システマティック・レビュー研究や後

ろ向き研究も計画している。 

 

ϷЌмρΜΞᵹ 

オタワはカナダの首都である一方、人口で

言うと、カナダ第４位の都市である。国会議

事堂や首相官邸、各国領事館などの行政施設

や、美術館（写真３）、博物館といった文化施

設は多数あるものの、トロントやバンクーバ

ーのような大都会といった雰囲気はない。特

に、University of Ottawa Heart Institute は、

ダウンタウン（写真４）からも離れており、

周囲は農場や住宅地など、のどかな風景が広

がる。そのため、治安も非常に良く、安心し

て留学生活を送ることができる。街の中は自

然にあふれており、四季も豊かで、特に秋の

紅葉は素晴らしい（写真５）。一方で、冬はマ

イナス30度近くになることも稀ではなく、寒

さはことさら厳しい（写真６,７）。しかし屋

内の温度管理は日本よりも徹底されており、
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写真５ オタワ国立美術館の隣にあるメジャーズ・ヒル・ 

パーク。カナダの紅葉は美しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
写真６ 冬のオタワの景色 

雪は降るがそれほど積もらない 

写真７ オタワ駅のクリスマスツリー 

外出しなければ非常に快適に過ごすことがで

きる。留学を開始してまだ半年程度であるが、

私はもうすっかりオタワという地が気に入っ

ている。 

 

σ ᶨ 

留学を開始してから、私は「丁寧な生活」

を心がけている。「丁寧な生活」とは何か？ 

具体的には、十分な睡眠、健康的な食事、適

度な運動である。毎日７～８時間の睡眠を確

保し、食事はほぼ自炊、栄養バランスにも気

を使う。職場ではほぼ一日中座りっぱなしな

ので、仕事前に有酸素運動を、仕事終了後に

筋トレを行っている。そして、すこぶる体調

が良い。医師は、当直やオンコール業務など

の影響で、生活のリズムが狂いがちだ。循環

器内科は、特に緊急の呼び出しも多い。私も

日本で勤務しているときはそうであった。睡

眠時間が十分とれなかったり、食事の時間や

内容が偏ったり、全然運動出来なかったり。

しかし、これは身体に大きな負担となる。年

齢を重ねるとなおさらである。留学生活では、

言語の壁や文化の違いなど、非常にストレス

を感じやすくなる。異なる気候や慣れない環

境で体調も崩しやすくなる。そのため、「丁寧

な生活」を送ることが極めて重要と考える。

おかげで、留学開始してから現在に至るまで、

身体的にも精神的にも健康な状態を維持出来

ている。そして不思議なことに、このような

生活を送ることで、幸福度も増しているよう

に感じる。 

 

ḧϬ Ϥ μο 

この半年間の自己評価は70点、いや、75点

でも良いかもしれない。留学の成果、に対す

る評価は人それぞれだと思うが、私はこの半

年間の自分に十分合格点をあげたいと思う。

これまでとは全く異なる環境で、言語の壁も

ありながら、与えられた仕事をこなした。自

分にとってこれまでの人生で最大の挑戦であ

ったが、そのスタートをなんとか乗り切った、

それが率直な感想である。うまくいかなかっ

たこと、苦労したこと、反省すべきことは数

え切れないほどある。しかし、それを前向き

に捉えて、さらに歩みをすすめる心の強さが

留学生活には必要だ。一方で、残りの25点は

何か？ まずは、とにかく英語だ。１にも２に

も英語だ。この半年間はまだ真の意味で日本

語から抜け出せていなかった。英語と向き合

う覚悟が足りていなかった。最近はようやく

英語を「楽しめる」ようになってきた。ここ

からが本番だ。 

（University of Ottawa Heart Institute） 



 5 

˦ ᶘ˧ 

アメリカ・サンディエゴでの研究生活 

興梠陽平 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
UC San Diego 構内の風景。写真左側が筆者の所属する

研究室のある建物。サンディエゴは雲一つない青空の日
が多い。 

2021年６月よりアメリカ・サンディエゴに

あるカリフォルニア大学サンディエゴ校（UC 

San Diego：写真）の小児科部門のXin Sun教

授の研究室（Sun 研究室）でポスドクとして

勤務しています。本稿で私のアメリカでの生

活について少し紹介させて頂きます。やや専

門的な内容も一部にありますがご容赦下さい。 

 

ϘπχὊӳ 

私は医学部を卒業後、初期研修を経て呼吸

器内科医として勤務したのち、京都大学の大

学院（呼吸器内科）へ進学した。大学院では

三嶋教授（当時）の下、iPS細胞から肺細胞を

分化誘導する研究チームに所属した。2012年

に京都大学 iPS 細胞研究所の山中教授がノー

ベル生理学・医学賞を受賞し、世間では再生

医療への期待が高まっていた時期であった。

研究室の先輩であった数名の先生と、肺の上

皮細胞へ近づけるべく、発生・再生領域の新

しい知見に関して学会や論文で情報収集をし

ては、研究室内でディスカッションし、実験

を繰り返すという日々だった。iPS 細胞を用

いた研究は多くの時間を培地交換などの細胞

の準備・管理に要し、機械的で退屈な作業が

多かったが、肺への分化誘導は当時比較的オ

リジナリティの高い研究領域であったという

追い風もあり、研究チームの先輩方が海外の

競合する研究グループにも誇れるような成果

を出した時の喜びは大きかった。大学院入学

から６年が過ぎ、2019年には私自身もそれま

でに取り組んでいた疾患 iPS 細胞の論文を発

表することができた。内容は遺伝性間質性肺

炎を起こす Hermansky-Pudlak 症候群２型の

患者細胞から樹立した iPS 細胞を肺胞上皮細

胞へ分化誘導すると、正常な細胞由来のもの

と比較して肺サーファクタント分泌に異常を

来たす可能性があるというものだ。その年、

研究成果を国際学会で発表する機会を頂き、

学会会場で海外の研究者と交流する中で、も

う少し研究を続けてみたい、海外で研究して

みたいという気持ちを持つようになった。学

会で講演をされていた UC San Diego の Sun

教授がポスドクを募集しており、現地で面談

し好意的な返事を頂いた。その後、サンディ

エゴのラボを訪ねインタビューを受け、研究

室の雰囲気もよかったこともあり、正式に希

望を出しポスドクとして採用して頂けること

になった。 
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ᾆẕ ᶨ 

Sun 研究室は主に遺伝子改変マウスを用い

て肺の発生・再生研究を行っており、ヒト疾

患のリモデリングや肺の神経・感覚器的側面

についても研究を行っている。中国人女性で

ある Sun 教授は優しい方で、ポスドク・大学

院生の興味に応じて研究テーマの設定を行い、

各自の自主性に任せながらも必要な際にはサ

ポートしてくれる。Sun 教授には２週間に１

回、Zoom での個別ミーティングで進捗を報

告するが、実験室にも時々現れ研究の進捗を

確認したり、私生活で困っていることはない

かなど声をかけてくれたりする。全体ミーテ

ィングも週に１回あり、その週の担当のポス

ドクあるいは大学院生が40分程度かけて研究

成果をプレゼンテーションし、多くの質疑・

応答が行われ、研究の問題点や方向性を議論

する。研究室に所属して数カ月が経った頃に

全体ミーティングでプレゼンテーションした

が、内容へのコメントとともに、Sun 教授か

らは「自分の研究がこんなに面白いんだと売

り込むつもりでプレゼンをするようにしなさ

い」とフィードバックを受けた。多くの競争

的資金をとることが必要とされるアメリカで

研究者として生き抜いてきた経験からくるア

ドバイスなのだろうと感じた。 

研究室はSun教授以下、スタッフが２人、

ポスドクが私を含め５人、大学院生が５人、

アシスタントが１名、それに学部生が４～５

人出入りしており、規模の大きい研究室であ

る。中国人が多く、その他はアメリカ人だが

ドミニカ系、メキシコ系、韓国系など、バラ

エティに富んでいる。日本人は私一人である

が人種・母国語に関係なく非常に協力的な雰

囲気であり、快適に過ごせている。Sun 研究

室は、これまでに Nature, Science, JCI など有

名ジャーナルにも論文を通してきた研究室で

はあるが、研究室の機器は決して日本の研究

室よりよいとは言えない。だた、共通機器は

充実しており、フローサイトメーター、共焦

点顕微鏡などは研究室から徒歩数分のところ

で利用可能である。オートクレーブは研究室

にはなくコアに出さないといけないので、調

整した試薬等は数日しないと戻ってこない。

一方で実験に必要な試薬調整、動物実験もケ

ージの管理・一部のジェノタイピングなどは

動物実験施設のスタッフや学部生がサポート

してくれ、研究に集中できる環境が整ってい

ると感じる。日本よりも人の雇用やソフト面

にお金がかけられている印象を受けた。ラボ

メンバーの仕事の様子を見ていると、朝８～

９時頃に出勤して夕方は５～６時に帰宅する

という感じが平均的なようである。 

私自身の研究内容としては、肺の傷害に対

する再生機構についての研究を行っている。

肺は非常に多くの細胞から構成されており、

上皮細胞だけでも肺胞の１型・２型上皮細胞、

気道にはクララ細胞、繊毛細胞、基底細胞、

杯細胞、神経内分泌細胞などがある。マウス

では一部の肺胞上皮細胞が傷害された際には、

２型肺胞上皮細胞に加え、気道の前駆細胞も

再生に関与することが知られている。このよ

うに可塑性をもった複数の前駆細胞が傷害部

位の再生に関与していることが肺の再生の特

徴であり、血液のように絶対的な幹細胞が存

在していない分、複雑ではあるがまだ研究の

余地が残されているともいえる。肺の傷害に

はインフルエンザや新型コロナウイルス感染

症（COVID-19）などのウイルス感染、ブレオ

マイシンなどの薬剤性傷害、一部の間質性肺

炎のように自己免疫的機序が関与したものな

ど様々あるが、傷害の種類によって再生機構

が若干異なる可能性も指摘されている。この

ように複雑な肺の傷害・再生のメカニズムを
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明らかにすることにより、COVID-19や間質

性肺炎などの難治性呼吸器疾患の病態解明・

治療につなげられないかというのが私の研究

課題である。まだ研究室に慣れたところで大

したデータもないがアメリカでの生活を終え

る頃には少しは呼吸器研究に役に立つ仕事が

できればと思っている。 

 

ᵙ σЂрДϰϵЁ 

サンディエゴはアメリカ西海岸のカリフォ

ルニア州の最南端の都市であり、ダウンタウ

ンから車で20分ほど行くとメキシコとの国境

がある。過去にはスペインが統治していた時

代があり、またメキシコからの移民や通勤者

も多いため標識や書類等にスペイン語が併記

されているものが多く、UC San Diego のあ

る La Jolla（ラホヤ）などスペイン語読みをす

る地名も多い。米軍施設の多い街であり、ダ

ウンタウンには引退した空母ミッドウェーが

博物館になっており観光地として有名である。

研究機関としては UC San Diego のほかにス

クリプス研究所、ソーク研究所などもあり、

学術的にも恵まれた場所である。日本人研究

者も多いが、その他にも日本企業の駐在の方、

また日本から移住されたご家族も多く、日本

人としてはとても過ごしやすい街である。気

候は夏は涼しく、冬は暖かく、年間降水量は

300～500mmと比較的雨も少なく非常に快適

で、私はいつも「奇跡の気候」、「世界一の気

候」などと形容している。家賃が高いのはな

かなかつらいところではあるが、その反面、

治安は非常にいいので安心して住むことがで

きる。周辺にはサンディエゴ動物園、サファ

リパーク、シーワールド、レゴランドなどが

あり、またメジャーリーグの大谷選手の所属

するエンゼルスのスタジアムやディズニーラ

ンドのあるアナハイムにも車で１時間半程度

で行け、遊びに行くところはいくらでもある。

渡米して以降、何度か旅行にいったが一番心

に残ったのはグランドキャニオンで、それだ

けでもアメリカに来てよかったとさえ思える

ような絶景だった。 

 

COVID-19ϒχ ᴂτνΜο 

2019年末から2020年にかけて世界中に広

まった COVID-19は私たちの生活を大きく

変えた。渡米前の病院勤務や私生活でもたび

たび変わる規則に戸惑うことが多かったが、

当初2020年の夏に予定していた私の渡米も大

きく影響された。2020年３月にはアメリカ大

使館・領事館でのビザ面接の受付が中止とな

り、またアメリカでは多くの都市でロックダ

ウンとなり、現地の大学では出勤・研究がで

きない状態になったと聞いた。2020年から

2021年にかけての冬には COVID-19の再流

行により、ロサンゼルスを中心とする南カリ

フォルニアの ICU が満床となり、多くの人々

が亡くなった。COVID-19のために私の渡米

は叶わないのではないかとの想いも出てきた

が、幸いその頃からアメリカでワクチン接種

が始まり、感染状況も落ち着いてきたため

2021年５月に渡米を決め、日本で COVID-19

の診療に従事していたこともありワクチンを

接種して渡米することができた。 

COVID-19に振り回された私の渡米であっ

たが、アメリカの COVID-19対策を経験する

中で多くの学びがあった。渡米当時のアメリ

カのガイドラインは「ワクチン接種が完了し

ている者は自己隔離の必要はなく、渡航後３

～５日以内にPCR検査を受けることを推奨す

る」というものであった。当時日本でPCR検

査は２～３万円の自費検査を行っているとこ

ろも多かったのに対して、アメリカでは無保

険の私（当時）が、インターネットで簡単に
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検査予約ができ、無料で検査を受けられ、ア

メリカの検査体制が整備されていることを実

感した。またワクチンに関しては、ワクチン

を開発した国というだけあり、大学構内はも

とより薬局やスーパーマーケットでもワクチ

ン接種ができ、当時は立ち遅れていた日本の

体制とは対照的であった。ワクチンを開発し

た国とワクチンを購入する国の間には不均衡

があるのは仕方のないことではあるが、そも

そもはアメリカがワクチンを１年程度で開発・ 

臨床試験・接種までもっていく力があったと

いうことだろう。2021年８月末からは娘・息

子が小学校に通うようになった。当時の日本

と同様に、アメリカでもワクチンを接種して

いない子供が学校活動を通して交流すること

により、再度爆発的な流行がもたらされるの

ではないかという懸念があった。そんな中、

小学校では「週に１回、定期的に抗原検査を

行う」、「屋内に加え屋外でも運動時を除いて

はマスクを着用する」という規則ができ、定

期的に検査を受けながら子供たちが学校生活

を送れる安心感があった。また、2021年11月

には５～11歳の小児もワクチンを接種できる

ようになった。こうした COVID-19への対応

についての合理性やスピード感には感心した。

そして、これらは多くの犠牲を払いながら

COVID-19と正面から戦ってきた中で培われ

てきたものなのだと感じた。 

パンデミック下のアメリカの生活を経験で

きたことは私にとって予期しない収穫だった。

日本は島国という地理的アドバンテージがあ

り、また多くの制限が加えられたことにより

COVID-19のダメージをある程度抑えられた

のかもしれない。しかし、一方で検査体制が

整備されなかったことや、「濃厚接触者」に該 

当しなければ感染者の周囲でも検査が受けら

れないといったことで、多くの不必要な自粛

がなされたのではないかと感じた。 

 

Ӻᶘϒχ ᾑ  

渡米前、私はアメリカの医療というと高額

な医療費、無保険者が多いなど負のイメージ

を強く持っていた。しかし、渡米後に歯科受

診、子どもの受診・予防接種などで何度かア

メリカの医療を経験する中で感心したのが予

防医学への保険適用についての日本との考え

方の違いであった。日本では基本的に保険病

名のつかないものには健康保険を利用しての

検査はできず、また予防接種などは基本的に

保険適用にはなっていない。一方、アメリカ

で私が加入した保険では年１回の小児健診・

歯科健診は自己負担なしで受診可能であり、

インフルエンザの予防接種も無料で受けるこ

とができた（加入する保険の種類にもよるの

かもしれないが）。COVID-19の時代というこ

ともあって、こうした経験を通して病気を予

防するほうが、病気になった後に治療するよ

りもよいという認識を強くした（金銭的に、

精神的に、体力的に、社会的に）。日本の健康

保険制度でも健診・予防接種などの予防医学

にも保険適用が拡大されればよいと感じた。 

 

医学研究のために渡米しましたが、研究以

外のことで学んでいることも非常に多く、ア

メリカに来てよかったと感じています。今後

は本分の研究でも成果を出せるように頑張っ

ていこうと思います。最後になりましたが渡

米にあたり公益財団法人・京都健康管理研究

会にご支援を頂きました。深く御礼を申し上

げます。   （UC San Diego・ポスドク） 
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˦ ᶘ˧ 

アメリカ留学記 

小林 榮 

大阪市内の玉出にあった生家がアメリカ軍

の爆撃で焼失し、身を寄せた大阪南部の鳳 

（おおとり）の母親の父の家で再び爆撃に遭い

ました。防空頭巾を被って手を引かれ、夜空

を焦がす焼夷弾の雨の中を逃げ惑ったことを

鮮明に覚えています。ですが、より強く思い

出に残っているのは、終戦後、鳳に近い羽衣

のおじの家で垣間見た米国の暮らしの圧倒的

な豊かさでした。海岸沿いに張られた金網の

フェンスの向こうに拡がる白砂青松の美しい

景色。その美しい背景をバックに点々と立ち

並ぶ赤い屋根と白い壁の瀟洒な家々。舗装さ

れた道路の上をM.P.(Military Police)のジー

プが悠然と走り去って行く。そんな光景を金

網越しに飽きず眺めて、アメリカへの憧れを

強く芽生えさせておりました。 

それから凡そ30年。『“アッパー・イースト

サイドにはマンハッタンでも指折りの高級ア

パートが多い…”と案内書に書かれている。

そんな街の東のはずれにイーストリバーを見

下ろして、ロックフェラー大学は静かなたた

ずまいを見せている。』こんな書き出しで、化

学同人社の月刊誌「化学」に連載されていた

‘海外の化学者たち’の一篇として、後の1984

年“固相反応による化学合成法の開発”の功

績によってノーベル化学賞を受賞する R. B. 

Merrifield 教授の紹介記事を掲載したのは、

今を半世紀近く遡る1977年のことでした。 

この紹介記事執筆の依頼があったのは、当

時、大学卒業後に勤務していた武田薬品に研

究者を海外に派遣する制度があり、1975年４

月から1976年９月の間、ロックフェラー大学

の Merrifield 研究室に留学していたからでし

た。ドル円の為替レートはすでに変動相場制

に移行していて１ドルが270円前後。海外へ

の円の持ち出しには制限があり、上限が3000

ドルという時代でした。 

ρ ⁯ʾAbbott ρχẶזּ ᾆẕ 

武田薬品では、1972年に米国・Abbott 社か

らの提案によって「脳の視床下部ホルモンか

ら医薬品の創製」を目指す国際共同研究が開

始されました。その際、それまで天然物の合

成研究を行っていた私にも声がかかって日本

側のチームの一員となり、この時初めてペプ

チド合成に手を染めることになります。 

ペプチドは複数のアミノ酸が脱水縮合した

もので、ペプチドの合成は専ら液相法※によっ

て行われており、武田薬品では、他の製薬会

社の多くがペプチドを研究の対象としない中、

その時すでに、困難とされていたアミノ酸24

個からなる副腎皮質ホルモンACTH誘導体の

合成に成功していました。この業績が当時と

しては異例の国際共同研究の申し入れに繋が

った一つの理由であったと思われます。 

※化学反応は溶媒と呼ばれる液体の中で行われるのが一

般的で、ペプチドの場合、後に述べる固相合成と対比

させ、従来から行われて来たオーソドックスな溶媒中

で反応を行わせる合成法を液相法と呼んでいます。 

この国際共同研究が開始された当時は経口

避妊薬がホットな話題になっていて、提案の

あった共同研究の最大の目的は、これもまた
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ホットな話題であった視床下部ホルモンの一

つである性腺刺激ホルモン放出ホルモン（LH- 

RH）による計画的排卵促進によって新たな避

妊薬を開発しようとするものでした。 

この共同研究は、武田薬品がペプチド合成

を、Abbott 社が下垂体スライスのホルモン放

出活性評価系で活性の評価を行うことでスタ

ートし、その後多くの偶然が重なって『紛れ

もなく武田の国際化を支えた大商品』と言わ

しめた ‘前立腺がん治療薬リュープリン’ に

繋がったことは、状況に即した的確な判断も

さることながら、セレンディピティそのもの

と言って良いのかも知れません。 

ЧФЎЖχ› ˕ׁ ρMerrifield χᾧ

› ˕ 

話は留学の話からさらに逸れますが、先に

述べたようにペプチドは複数のアミノ酸から

水分子が除かれた脱水縮合体で、アミノ酸Ａ

とアミノ酸Ｂの二つのアミノ酸から水分子を

取り除く形で脱水縮合させることによって二

つのアミノ酸からなるジペプチド A-Bを合成

することができます。この時、ＡとＡ、ＢとＢ

とが直接脱水縮合しないようにＡ、Ｂそれぞ

れを適切に保護しておくのですが、どうして

も目的としない A-A や B-B、その他の不純物

が生成します。そのため、ペプチド A-B を一

度取り出して精製し、その後にアミノ酸Ｃを

反応させて A-B-C として精製、さらに A-B- 

C-D、A-B-C-D-E として、最終的に目的とす

る数のアミノ酸を脱水縮合させたペプチドA- 

B-C-D……X を合成することになります。こ

の時、アミノ酸の数が増えれば増えるほど精

製が困難になり多くの時間と労力、さらに熟

練を必要とするばかりではなく、精製の際に

目的物が失われもします。仮にアミノ酸を一

つ縮合させる度に数％のロスが出るだけとし

ても、アミノ酸10個からなるペプチドを合成

する時でさえ、その精製に際して失われる量

は無視できるものではありません。 

一方、Merrifield の固相合成は、ペプチド

の合成に用いる手法が主として脱水縮合反応

だけであることを利用して上記の欠点を最低

限にしようとした試みで、その要点は、最初

のアミノ酸を不溶性のポリマーに結合させる

ことにあります。ポリマーに結合させて不溶

性になったアミノ酸に別のアミノ酸を縮合さ

せ、アミノ酸を１個縮合させる度にペプチド

が結合した不溶性のポリマーをろ過して不純

物を洗い流すだけで精製できれば生成物の損

失が少なくなる。ろ過と洗浄だけで精製を済

ますことができれば、ペプチド合成は基本的

には同じ反応を繰り返せばよいので、すべて

の反応を一つの反応容器の中で繰り返すこと

ができ、最終的には機械による自動化が可能

になるというものです。しかし、事実はそれ

ほど簡単ではなく、アミノ酸を２個つなぐだ

けに３年の年月が必要でした。さらに、アミ

ノ酸４個をつないだテトラペプチドの合成が

アトランティックシティで開かれた学会で発

表されたのが1962年。発表の内容は、それぞ

れのアミノ酸の縮合に要した時間は４時間、

収率はいずれも定量的で最終生成物を数週間

かけて精製したというものでした。この発表

にペプチド合成に経験のない化学者は大変興

味を示したのですが、伝統的なペプチド化学

者は明らかに懐疑的であり、その評価はさん

ざんなものであったと言います。 

その後、紆余曲折を経ながらも、やがて研

究は合成の自動化へと進み、1965年に完成し

た自動合成機は24時間で６個のアミノ酸が

縮合できるとされ、最終的にはアミノ酸124

個からなるリボヌクレアーゼＡ（RNase A）が

合成されるに至ります。因みに、この業績は

酵素が合成された最初の例で、この合成に要



 11 

した化学反応の数は369、合成機の操作回数

は実に11,319回に及んだと言われています。

しかし、この段階に至っても、固相合成に対

する疑念はまだまだ払しょくされるには遠い

状態でした。 

私自身がペプチド合成の道に足を踏み入れ

た1972年の時点においてもなお、少なくとも

日本ではほぼすべての研究者は液相法によっ

てペプチドを合成していました。革新的とも

言える固相合成そのものに、またその先行き

にも否定的な意見が大半で、唯一固相法によ

ってペプチドを合成し、ある種の批判に耐え

て学会発表を行っておられたのは九州大学の

泉屋信夫先生とそのグループだけと言っても

過言ではない状態でした。そんな関係から泉

屋先生は Merrifield 教授と親しかったのでし

ょうか、先生の紹介で1975年４月にロックフ

ェラー大学の Merrifield 教授の下に赴くこと

になりました。 

кАϼТϴж˔ ᶘϒ  

ロックフェラー大学は、1901年、石油王ジ

ョン・D・ロックフェラーによって設立され、

野口英世を米国に招いたフレクスナー博士が

初代所長を務め、生化学のメッカとも呼ばれ

たロックフェラー医学研究所を前身とする大

学院大学です。これまでにロックフェラー大

学に関係のある26名の研究者がノーベル賞を

受賞しており、当時の一学年の生徒数は25名

と規模は大きくはありませんでしたが学費は

かからず、全米から俊英が集まって来ている

とのことでした。大学図書館の入り口には、

その業績を顕彰して野口博士の胸像が飾られ

ています。 

Merrifield 研究室は、この図書館の横に位

置するフレクスナー博士の名を冠したフレク

スナーホールと呼ばれる建物の４階にあり、

与えられた研究テーマは“膜透過促進能を有

する、アミノ酸19個からなる抗生物質 Ala- 

methicin の固相合成”というもので、これは

スイス出身で准教授であった B.F. Gisin 博士

の研究テーマでした。日本では考え難いこと

ですが、Gisin 博士は Merrifield 研究室の一

員であるにも拘らず、教授とは関係なく独自

にこの研究テーマを進めていて、その研究資

金もノースカロライナ大学から出ていました。

研究室のメンバーは、アイスホッケーの元オ

リンピックカナダ代表や高校卒業後飛び級で

大学を経ずに大学院大学のロックフェラー大

学に入学して来た‘神童’、その後父親の塗料

会社に入社してしばしば日本を訪れ、美術品

を購入して滋賀県の MIHO MUSEUM で展

覧会を開いた御曹司など、経歴も国籍も多様

なメンバーで構成されていました。 

当時、羽田からニューヨークに向かう飛行

機は、一度アラスカで給油する必要があった

のですが、ケネディ空港に着いた時、DR. S. 

KOBAYASHI と大きく手書きしたボードを

持って出迎えてくれた、あごひげを蓄えた長

身の男性が Gisin 博士でした。「ボスがポスド

クを出迎えてくれることなど聞いたことがな

い。きっと１日24時間365日働かされるから

覚悟しておいた方がよい」と、先輩の日本の

方々からずい分驚かされました。ですが事実

は逆で、見聞を拡げるため最低でも１ヶ月は

夏休みを取ってアメリカ中を見て回れと言わ

れて驚いたものです。 

研究テーマとなった Alamethicin には 2- 

Aminoisobutyric acid（AIB）という立体障害

が大きいため反応させることが難しい特殊な

アミノ酸が１分子中に８個も含まれていると

いう特徴があり、合成がうまく進まないこと

が大変危惧されました。しかし、幸い固相合

成によって全合成に成功し、合成した Ala- 

methicinの物理化学的な成績を含めた成果は
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権威ある米国科学アカデミー紀要PNASに掲

載されました。論文掲載の推薦人はMerrifield

教授だったのですが、ここでも Merrifield 教

授は論文の推薦人に留まって共著者の中に名

前が入っていないことに大きな彼我の差を感

じます。 

Merrifield ễ χЛ˔Ци  

帰国して程なく Gisin 博士が脳腫瘍で亡く

なったとの訃報が入るという悲しい出来事が

ありました。しかし、そんな暗い出来事を吹

き飛ばしてくれたのが、1984年にノーベル化

学賞が Merrifield 教授に授与されたとのニュ

ースでした。受賞理由は「固相反応による化

学合成法の開発」で、ペプチド合成のために

開発された固相合成法が、その後 DNA の合

成に応用されて分子生物学の進歩と DNA 組

換え技術の発展に寄与したことも受賞の大き

な理由となりました。日本ではなかなか受け

入られませんでしたが、入社直後の雑誌会で、

先に述べたアミノ酸４個からなるテトラペプ

チド固相合成の報文を紹介し、その後の武田

薬品での Merrifield 教授の講演の際には種々

の疑問に答えていただき、ニューヨーク到着

後にお伺いした教授室で温かく迎えていただ

いた Merrifield 教授の長年の苦労が実を結ん

だことは、その可能性を信じ、短い期間とは

言え身近で研究に励んだ身には喜んで余りあ

ることでした。月刊誌「現代化学」に 

Merrifield 教授のノーベル化学賞受賞につい

て書くようにとの東京化学同人社からの依頼

に喜んで応えたことは言うまでもありません。  

ノーベル賞受賞を記念してアメリカペプチ

ド学会によって主催された第１回 Merrifield 

Symposium の際には、全米各地を始めヨーロ

ッパやアジアから友人・知人が一堂に会し、

さながら Merrifield 教室の同窓会でした。人

の輪は人の輪を呼び、Merrifield 博士夫妻は

勿論のこと、2000年度ノーベル生理学・医学

賞受賞者の P. Greengard 博士夫妻、t-PA 研

究の先駆者であるE. Reich博士夫妻など著名

な研究者の方々が次々に何度も来日され、京

都・高山・東京などを食べ歩いたことも忘れ

難い思い出の一つになっています。 

近年、若い方々の外国離れが懸念されてい

ます。この留学記は“若い方々のために”と

のことですが、若い方々には将来に向けて是

非海外に出ていただきたいと強く願うもので

す。海外留学の経験が、その後の研究生活に

様々な恩恵を与えてくれることは当然として、

大きな人脈の拡がりに繋がることも得難いこ

との一つでしょう。 

大震災による東京電力の事故の際には「直

ちに家族全員アメリカに来るように。こちら

での生活は心配するな」とのいち早い連絡に

驚くとともに、海外での報道の一端を垣間見

る思いでもありました。 

Ӱ ᴟχ ᾓ 

当時は「海外留学は単身」という不文律の

あった時代でしたが、これに逆らって、あえ

て家族を呼び寄せたのは正しい選択でした。

国際的にもあまり違和感のないようにと、未

知（Michi）と未明（Mime）という名を付け

た子供達はニューヨーク市立小学校の３年生

と１年生になりました。学校で写真撮影が行

われる時は子供の写真映りが良くなる服装を

してくるように先生から連絡がありました。

PTAの会合は両親が参加できるよう夜に行わ

れてその議論の活発なこと、遠足の際の行動

の自由さなど、日常的に経験するすべてが家

族全員にとっても大変な驚きでした。ʅWe have 

to import more able pupils from abroadõ との

先生の言葉も忘れられません。 

郊外電車の次の駅の案内は「○○ next」と

一言だけですが、ニューヨークのバスでは次
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の停留所の放送など全くなく、黙っていれば

ノンストップ、しかも凄いスピードで先へ先

へと進んでしまいます。目的のバス停で降ろ

してもらうためには、必死にという感じで窓

の外の景色を眺めていて、目的の場所が近づ

くと急いで紐（のようなもの）を引っ張って

合図をしなければなりません。看護婦さんは

仕事着の白衣姿で、テニスに行く人はプレイ

そのままの格好でバスに乗り込んで来ること

なども印象的なことでした。ある日のお昼時、

国連本部近くの終点に来て一人になり、バス

を降りようとすると黒人のドライバーが「ど

こまで行くのか」と尋ねます。「East 65th at 

York Avenue」と答えると、驚いたことに「こ

のバスも同じ方向に行くからそのまま乗って

いろ」と言うと同時に凄いスピードで走り出

し、わが家の近くまで送ってくれたことがあ

りました。 

1976年と言えば、時恰も米国建国200周年

記念の年で、ニューヨーク湾では自由の女神

を背景に大きな花火大会があり、移動式の公

衆便所が大量に設置されました。ですが、肝

心の時にこの臨時のトイレを使うことができ

ません。原因は係員が鍵を開け忘れたとのこ

と。翌日の半ば冗談交じりの新聞の論調に、

これがアメリカなのだと感心したことをよく

覚えています。ロックフェラー大学が面して

いるイーストリバーにあるルーズベルト島と

いう小さな島とマンハッタンを結ぶトラム

（ロープウエイ）が完成したのもこの頃のこと

でしたが、開通直前にトラムが支柱にぶつか

り開通延期となりました。日本ではまず起こ

り得ないことに驚くばかりですが、このよう

な例を挙げればきりがありません。 

若い皆さんに是非海外に出ていただきたい

ことは前にも触れたとおりですが、現地に滞

在して様々な出来事を体験し、異なった文化

の中で暮らす人々と身近に接しておくことは、

今後ますますグローバル化の一途を辿る世界

に生きられる若い方々にとって意味のあるこ

とでしょう。その頃はまだ幼かった子供達で

さえ、日本とは違った文化に触れて心にゆと

りができ、何より、それを機会に親の考え方

がずい分変わったと振り返っていますから。

同時に、わが国の若い方々を取り巻く現実を

考える時、責任ある立場においでの方々にも

是非思いを一つにしていただきたいものです。 

ΣϩϤτ 

この留学記を書く機会を与えていただいて

いなければ、50年近く前のことを思い出すこ

とはなかったかも知れません。今にして振り

返れば、私を海外に送り出していただき、期

間１年の決まりを破って 3ヵ月、3ヵ月と２度

にわたって留学の期間を延長していただいた、

今ではその多くが鬼籍に入ってしまわれた諸

先輩。さらには、一方ならずお世話になった

同僚、後輩の皆さま。その他、数えきれない

多くの方々に助けられ、今の自分があること

に改めて気付かされ感謝の念に堪えません。 

Merrifield 教授の業績を顕彰する目的で、

2013年、ロックフェラー大学で開かれた Inau- 

gural Bruce Merrifield Distinguished Lecture

には Libby（Elizabeth）夫人も車椅子で出席

され、つきぬ思い出を語ったことでした。京

都の石塀小路に今もある旅館うえむらに泊っ

たこと。比叡山から西に沈む太陽を眺めなが

ら Libby 婦人が‘こんな美しい太陽を見たこ

とはない’と呟かれたこと。Raccoon dog の

Kobayashiとして、Merrifield ご一家の中で私

自身が有名になっていると聞かされたのもこ

の時のことでした。 

折に触れて皆でお邪魔して、バーベキュ―

やバレーボールの紅白戦に興じたニューヨー

ク近郊Cresskillにある森のような敷地の中の
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Merrifield 教授のご自宅にノーベル賞受賞の

お祝いにとお送りした信楽焼の大きな狸

（Raccoon dog：写真）は、今はバージニアに

お住まいのお嬢さんのお住まいの庭に鎮座し

ているとのことです。 

（岡山大学ナノバイオ標的医療イノベーション

センター（ICONT）戦略企画室） 

《参考文献》 

難波正義、海外への留学生減少問題、健康塾通信、2022；

16，20． 

 

付記 ノーベル賞授与式参加記 

 

1971年12月10日午後４時30分より、フ

ィラデルフィア教会で行われたノーベル

賞授与式に参加しました。ノーベル賞授

与式はエライ人だけが参加出来るものと

思っていましたが、そうでもない様なの

で、ハングレン教授に話したらノーベル

財団に連絡してくれて、二枚の招待状を

頂戴することが出来ました。 

入口で、式次第と受賞者を紹介した、

スウェーデン語、フランス語、英語、ド

イツ語で書かれたパンフレットを手渡さ

れ、指定された席に着きました。周囲は

エンビ服とイブニングドレスで埋まった。

このような経験のない田舎者の私には壮

観でした。とは言うものの、ノーベルの

胸像を中心として花で飾られた正面舞台

は日本と比較すると質素なものでした。

舞台最上部にストックホルム交響楽団が

陣取り、下に受賞者と各賞の選考委員長

が左右に分かれて着席となります。 

４時半定刻、開会の辞と共に、国王並

びに王族の方々が入場されましたが、日

本と違って舞台下の一般席の最前部です。

ノーベル財団理事長 Euler 教授より、本年

はノーベル死去75年目、ノーベル賞開始70

年であることに始まる挨拶があり、“フィガ

ロの結婚”が演奏されたあとノーベル賞授

与に移りました。まず、王立科学アカデミ

ーを代表して Ingelstam 教授が、本年度の

物理学賞受賞者Gabor教授の紹介をしたあ

と、Gabor 教授が舞台より降りて国王の前

に進み、音楽と拍手の内にノーベル賞が国

王より手渡されました。以下同じく王立科

学アカデミーによって化学賞、カロリンス

カ研究所より医学生理学賞、スウェーデ

ン・アカデミーより文学賞、ストックホル

ム経済大学より経済学賞の順で式は進行

し、６時近くに終了しました。 

説明も、国王の言葉もすべてスウェーデ

ン語ですので、よくは判りませんでしたが、

やはり目の前でノーベル賞の授与をみると、

中学生時代のような感動を覚えたのは事実

でした。 

(泉 孝英：日本医事新報 2510号,1972年掲載) 
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˦ ᶘ˧ 

私の海外留学 

望月一郎 

写真１ 

「若い人たちの海外留学」のお役に立てば 

との原稿です。 

今の世はまさにデジタル化時代、若者たち

がコンピューターを使い、日常生活をただ効

率化し、便利さを図る世の中にあって、自分

の人生を送るのにそれだけに満足していいの

でしょうか。 

私の海外留学は信州大学の各学部で順番に

回ってくる中、年齢制限のギリギリで医学部

からの許可を得ることができました。1977年

10月、49歳で文部省在外研究員として米国サ

ウスカロライナ州立医科大学病理学教室に１

年間、家族を残し、単身赴任をしました。 

連帯という意識がいかに大切だったかとい

うことを今、満93歳の年を迎え、考えること

切なるものがあります。 

 

͍ʽ ‚ χ ᶘễעχ ρ♆χ  

何と言っても言葉が完璧でなくても「人と

の和」が大切です。１年後、研究も終わって、

病理のラボの人たちと空港での別れの写真

（写真１：横断幕の Sayonara IKE の IKE は現

地では私のこと）に左端に映っているフラン

ス生まれの主任の女性が私と話し合う時の会

話では英語になまりがあって分かりにくいの

ですが、私の研究の内容の指示について、「お

前の染色は種類と数が多すぎて私たちにはそ

れに協力ができない！」と拒絶の言葉が返っ

てき、その時だけは英語が何とよく理解され

たという皮肉な体験も思い出します。結局、

なんとか話は落ち着いたのですが、SS Spicer 

教授は１年後、私の提出した論文を３篇に分

けて投稿されました。おそらく写真１の左端

から３人目の眼鏡をかけた Betty の主張だっ

たと思います。染色の腕はよし、ラボでは一

番の実力者であり、彼女は教授の腹心の部下

と思っていたでしょう。或る日の夕方、たま

たま Betty に私が日本では女流歌人で有名な

与謝野晶子の「柔肌の熱き血潮に触れも見で

寂しからずや道を説く君」を教えてやると、

翌日、意味は分からずとも間違いなく暗記し

てきて私に言い聞かすという才能もあって私

を驚かせました。或る日、招待されて、熱帯

植物で一杯の彼女の家に行ってみると、私よ

り無口な旦那を紹介されました。しかし次の

機会に、尋ねると旦那とは divorce、事情は解

りませんが、何か残念な気がしました。10月

31日の Halloween Party には私はチャーリ

ー・チャプリンに仮装したのも楽しい思い出

です。Betty が喜び、興奮して私を引っ張り出

し、各研究室を回る羽目になってしまいまし

た（写真２：愛車ギャラクシー500とBetty に

振り回された私）。ラボ仲間（医師は私一人）
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写真２ 

の誕生日には何かちょっとしたプレゼントが

贈られました。私の誕生日の場合、暑い７月

のこと、丸首シャッツ一枚でケーキの上の沢

山の蝋燭を吹き消すところのスライドが見つ

かりましたが、私は青いシャッツをもらった

ようです。小綺麗なラボランチンの誕生祝い

の時には私は日本の手ごろの値段の人形がい

いと決め込み、本国の家内に連絡した所、手

ごろどころか値段が高く散々の気苦労をかけ

たらしいことが後で判りました。 

夏の暑さのチャールストンで私はどうして

もうなぎの蒲焼が食べたい。丁度、その頃、

隣のノースカロライナ州に、日本からのうな

ぎの養殖場がやって来て居るというニュース

が入りました。しっかり調べて行ったのです

が、行けども行けどもそれらしいものが見つ

かりません。仕方なく、近所の日本人研究者

にもうなぎのお裾分けということで本国の家

内のところへ又無理な注文を出しました。航

空便でも日が経ち過ぎ、結局、一部のみ「粉

のふかない」うなぎがあってお裾分けもなん

とかできましたが結局家内からは無理難題ば

かりと叱られました。 

 

͎ʽּכχ῟ ρ  

米国での生活には車が欠かせません。私の

場合は信用のおける教室のドクターの知人か

らの中古車であって、１年間、全く車の故障

もなく乗り回すことができたことは本当にラ

ッキーでした。中古品でひどい目にあった複

数の人のことを思い出します。何しろ車の売

買には兄弟といえども信用は置けないという

のがアメリカですから。写真２の私の愛車ギ

ャラクシー500（排気量4900cc、フォード：

1964年）で、家族が夏休みを利用しに来てか

ら北はワシントン、南はデイズニー・ワール

ド、ケネデイ・スペースセンターまで快適な

自動車旅行が出来、帰国後、排気量1000cc の

サニーに乗ることに比べたら雲泥の差がある

ことがおわかりと思います。絶対、米国へ行

ったら新車を買って快適な生活をし、帰国時、

高値で買ってもらうことです。 

 

͏ʽ ρχῖ χ ή 

海外に出て気づいたことがあります。母国

日本からきた数々の手紙が私の心をなんと慰

めてくれたことか！ 家族、親戚、そして医局

から日頃、疎遠にしていた先輩、同僚からも

来ました。入局してから、医学部の同級生か

ら勧められての留学でしたが、皆さんは殻に

閉じ籠ることを無くして進んで洋行の機会を

捉えましょう。その人の人生の豊かさは洋行

先の人たちとの交流で育つのです。 

 

Nothing seek, nothing find（求めずんば、

得ず）私の海外留学ではたった１年の期間で

したが、３人の子供たちは夏休みを利用した

小学校、中学校時代の海外生活でかけがいの

ない体験を得ていますし、私の研究成果も３

篇にわたる論文の成果となり、その中でチャ

ールストンでの病理のラボランチンとの交流

の効果も見逃すわけには行きません。学生時

代、職場に入っての初期の頃、是非、人との

交流を広く持って「連帯意識」を高めていっ

てください。 

（前信州大学医学部医療短期大学部教授） 
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˦ᾋ Ṝ˧ 

肺移植見聞記 
―イギリスでの日々と Dr. Patricia Haslam の思い出― 

長井苑子 

写真１ Royal Brompton Hospital Fulham Wings 

1983年に肺移植ガイドラインが米国胸部学

会から提示された。サルコイドーシス、特発

性肺線維症、リンパ脈管筋腫症などのびまん

性肺疾患が肺移植の適応疾患であり欧米では

すでに着々と肺移植の実績が報告されていた。

その時期に、私は、京大胸部疾患研究所で、

びまん性肺疾患症例について気管支肺胞洗浄

液細胞を用いた病態研究や鑑別診断ツールと

しての気管支肺胞洗浄の役割の研究をしてい

た。胸部疾患研究所には、呼吸器内科と呼吸

器外科が臨床部門としてあり肺移植も可能で

ある施設であった。若くして肺病変が進行し

てしまう場合もあるのがサルコイドーシス、

妊娠可能年齢の女性の肺に気腫性変化が進行

するのがリンパ脈管筋腫症であり、実際に、

30歳から50歳という若年で病状悪化し、夜中

に飛び起きてかけつけ臨終を看取り、病理解

剖までさせていただいた患者さんのことはし

っかりと記憶している。肺移植ができればと

いう思いを何度抱いたことだろう。日本では、

死亡者からの肺をドナーとして使える場合は

まれで、家族の肺をいただくという生体肺移

植しか実施できない状況であった。 

英国での肺移植の状況見学のため京大の90

周年記念の研究費をもらえることとなった。

41歳の９月中旬から10月中旬までの一ケ月で

あるが、あこがれの英国に滞在できるという

ことで、英国胸部学会参加のあとで、いくつ

かの病院見学をすることにした。 

ビクトリア駅近くのビクトリア様式の小さ

なホテルに学会参加仲間と数日泊り、いよい

よ仲間は日本に帰り、私は心細い気持ちで、

Brompton Hospital（写真１）にいくまでの３

日をロンドン見物しようと予定していたのに、

風邪をひいて高熱をだし、このホテルの小部

屋に籠城して、ひたすら回復を待ったものだ

った。小さな電気ストーブを天井から吊るし、

風呂は共同で使用したあとは、各自、湯船の

掃除をしてでるというエチケットが決められ

ていた。 

 

ᴈ УкрФЕр Ԛ Royal Brompton  

Hospital, Imperial College London Imperial  

National Heart and Lung Institute το 

初訪問の日、９月終わりのロンドンは快晴

で、当時はコンコルドが空を覆うかのように

飛び立っていく光景も眺められた。Brompton 

Hospital の界隈は Chelsea という住宅街で洗

練されたおちつきのあるところであった。病
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写真２          写真３ 
Patricia Haslam 先生    Ron M Dubois 教授 

院の研究所側から入り、入口の廊下の壁に

Turner-Warwick 先生の肖像画がかけてあり

威厳にみちたものであった。私が初めて米国

胸部学会で発表したときに、この先生が司会

をされており、当時、若者にまじって Kingõs 

English で声高く質疑応答されていた姿がよ

みがえった。 

滞在中の引き受け教官は、Patricia Haslam

先生（写真２）という40歳代の女性で、医師

ではなく PhD を持つ研究者で、かつては

Turner-Warwick 先生の共同研究者であり、

当時は Ron M Dubois 呼吸器内科教授（写真

３）の下で病態研究をされていた。お会いし

てみると、快活でお世話好きなイギリス女性

で、小鳥がさえずるかのような早口英語で楽

し気に語られるのであった。まずは、ビクト

リア駅界隈の安ホテルから通うのは面倒だか

ら、この近くの B＆B（Bed & Breakfast）を

紹介してあげようとのことで、瀟洒な建物の

人気の高い B＆B を予約してくださった。 

部屋は一階のフロントのとなりの部屋で見

晴らしはなかったが、どうせ寝るだけの宿と

心得て滞在中の契約をした。彼女の口利きで

すこしディスカウントしていただいたようだ。

ここの素敵なことは、朝食を庭のテラスで食

べることで、ビュッフェスタイルで、美味し

く、かつ、テーブルをシェアする宿泊客との

交流ができたことだ。幸いに、日本からの40

代くらいのご夫妻と交流できて、大手の会社

員で、鹿児島の母の介護生活と両立している

こと、やがて、そのことを本に書きたいこと

などを話されており、帰国後に、実際に本を

いただいた。 

Brompton Hospital での生活は、毎朝の、

theater と呼ぶ階段式のホールでミニレクチ

ャーがあること、臨床検討会が病棟で行われ、

古典的なシャーカステンに胸部写真をかけて、

スタッフたちは Ron M Dubois 教授を囲んで、

コーヒーカップを床において討論するのであ

った。椅子にきちんと腰掛けず、床にすわる

者すらいて、この風景は英国胸部学会場でも

みられた風景であった。 

教授回診もあった。これは日本とおなじよ

うに教授が病室をまわって診察をしていた。

白い巨塔のようなスタッフの列はなかったが。 

外来は、日本のように混雑しているわけで

はなく、ここの病院の医師は基本的に con- 

sulting doctor であるから、一般内科医などか

らの紹介状（分厚いファイルである）を読ん

で、患者に指導、説明、対応するという状況

であった。 

サルコイドーシスについての本を書かれた

Duncan Mitchell先生は、かなりの老齢であっ

たが、いまだに、外来で Kveim 抗原をもちい

て Kveim 反応を実施されていたので、歴史的

な時間に遭遇したような印象を覚えた。 

感染症で有名な先生は、看護師の奥様を介

助役としてアテンドさせておられ、これも仰

天したものである。 

研究所は病院の古色蒼然とした風格とは違

って近代的な建物であり、すべての廊下は入

口がロックされており、病理学教授を訪問す

るために一人で研究所に入ったときには途方

にくれたことがあった。 
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写真４ Paul Corris 先生 

臨床画像病理カンファレンスは、この研究

棟の部屋で行われ、病理所見も、二台の大き

なモニター画面が天井から吊るされており、

これを見て討議するのであった。まだ画像の

ほうがデジタル化されていなかったように記

憶している。日本では、症例の鑑別診断をめ

ぐって、病理学者間の果てしなきプロコンが

継続するのが常であるが、英国では、いとも

簡単に診断を下して、鑑別点を述べ立てて終

わるのであった。ＣＴ所見の読みも時間をか

けない点、日本との違いが明瞭であった。 

見学と見学の合間には、必ず、午前と午後

の teatime があり、いつも Haslam 先生の部

屋につれていかれ、廊下を隔てて内部が丸見

えの秘書室の秘書さんたちにも紹介され仲良

くなった。秘書さんは、Haslam 先生たちの口

述筆記や、原稿の入力をするのが仕事であっ

た。その一人の50歳くらいの女性は、私に、

Thomas Harris の Red Dragon というペーパ

ーブックを貸してくださった。推理小説好き

であるので、英語ではあったが、暇つぶしに

と、ホテルであるいは電車の中で読み続けた

ものである。残虐な殺人場面もあるのである

が、面白くて、Newcastle から Edinburgh へ

いく途中の電車で、Edinburgh で降りるのを

忘れて次の駅であわてて下車したこともなつ

かしい思い出である。 

ランチは、病院の中庭のような場所で大き

なテーブルがあり、雑多な人たちが集って立

ちながら食べかつ談笑していたように記憶し

ている。Haslam 先生はいろんな人をご存じ

で、紹介を次々としてくださった。中には、

ノーベル賞受賞者から、雑役のおばさんまで

多様であった。 

研究室では、データ処理は、専門の統計学

者がいて、図表作成にも専門のスタッフがい

た。Dubois 教授のつぎに後年、教授となった

Wells A 先生は、まだ若くて、このような研

究成果をささえるシステムなどを紹介してく

ださった。 

肺移植の見聞が目的であるので、当時の呼

吸器外科教授 Magdi Habib Yacoub 先生（エ

ジプト出身）を紹介いただいた。Brompton 

Hospital では、主に、肺移植そのものよりも、

組織標本を用いての in situ hybridization の

技法などを見学させてもらった。 

肺移植の臨床は、ロンドン郊外にある

Brompton Hospital関連病院であるHarefield 

Hospital で主に行われており、一日の見学を

した。かつての結核療養所であったらしい平

屋の建物で、庭が円形に広くあり良い雰囲気

であった。中では、移植後の感染、拒絶反応

のルーチン検査のシステムの説明を受け、移

植患者の病室を外からちょこっと眺めるなど

の探訪であった。Yacoub 教授は、Haslam 先

生によると絶対的王権のような教授とのこと

だった。 

 

New castle upon Tyne Hospital το 

肺移植見学という

点で、すこし物足り

ない気持ちもあった

ので、特に特発性肺

線維症への移植で有

名とのことで、New- 

castle upon Tyne 

Hospital の呼吸器内

科の Paul Corris 先

生（写真４）を紹介していただいてお会いし

に行ってきた。ロンドンの Paddington 駅発

の British railwayでNewcastle upon Tyne ま

での電車旅。狂牛病が世の中を騒がしていた

ころで、電車で販売しているハンバーガーサ

ンドを食べたのだが、肉がたっぷりすぎて、
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不安になったことも覚えている。 

Newcastle upon Tyne Hospital はこじんま

りとした病院だが、肺移植をするためには、

すべて行き届いたシステムが構築されており、

この病院での２日見学が実は一番充実したも

のであった。実際に、肺移植患者の病棟回診

と外来の見学もできて、移植後の定期検査で

遠方から受診されている男性患者は、酸素も

不要となりありがたいと話していた。一方で

は、移植後に拒絶反応で閉塞性細気管支炎を

おこし再移植をせねばならない患者さんにも

出会った。すべての過程に Corris 先生がつい

て下さって、それぞれの問題について、質問

を必ずしてこられて、見学者としては、受け

身では過ごされない時間であり、素晴らしい

おもてなしであるなと感じた次第である。 

肺移植前後の機能検査、感染状態の評価、

免疫機能の評価、薬物濃度測定、画像診断、

すべてマニュアル化されて、スタッフも充実

しており、データの蓄積も科学的に管理され

ていた。後年、Corris 先生を日本の呼吸器病

学会総会に招待して、肺移植の特別講演、シ

ンポジウムでともに発表などの良い経験をさ

せていただいた。Newcastle upon Tyne で 

の２日間は、肺移植見学のハイライトであっ

た。 

一人旅の自由さで、夕食などにふと小さな

インドレストランにはいると、インド人男性

のウエイターが気さくに話しかけてきて、小

声で、ここの主人は、けっこうこきつかうわ

りに給料が安いんだとかあからさまなことま

で客に話したりするのでびっくりした。 

 

Edinburgh ρ Edinburgh ᶘ 

せっかく、Newcastle まで来たのだから、

ぜひスコットランドのエジンバラ Edinburgh

まで行きたいと決めていたのには、ふたつの

理由があった。ひとつは、England と Scott- 

landの違いが一旅行者にも感じられるかなと

かいうミーハー的好奇心である。二つ目は、

Edinburgh 大学医学部の David C Flenley 教

授が11月の京都にこられたときに私が観光

のエスコートをしたことがあり、いろいろな

ことを話されて、私の仕事のことも聞かれ、

しまいには、私のところに来なさいと（社交

辞令？）いわれ、そのあとロンドン国内胸部

学会でお会いしたあと、蜘蛛膜下出血で急死

されてしまったという思い出があり、いわば、

ある種のセンチメンタルジャーニーみたいな

気分もあったのである。 

British Railway が、Scottish Railway と変わ

って出迎えてくれたのがEdinburgh駅であっ

た。10月とはいえ、もう冬の寒さで、暗い午

後に到着し、荷物をもったまま、すぐに、

Edinburgh 城に行き、重々しく暗い歴史的景

観を味わってから、Edinburgh 大学のゲスト

ハウスにチェックインした。これは、北市正

則先生（病理学者）の紹介である。葉巻のき

ついにおいの残る古色蒼然とした部屋であっ

た。時間を惜しんで街にでて、あてもなく歩

き、細い路地を下ると海が見えたり、書店に

入り、京大前のナカニシヤ書店の棚にたたず

んで本を眺めていた青春時代のように、あて

もなく本を眺めていたり、小さなレストラン

に入り熱いスープとビーフシチューなどをた

べたような思い出がある。大学ゲストハウス

では、そこそこ緊張して過ごしたように記憶

しているが、朝食を部屋のドアの前の床に置

いてあるのが珍しかった。Edinburgh では肺

移植の見学ぬきの短い休暇となった。 

 

Royal Brompton Hospital ™  

ロンドンにもどってからは、残り少ない

日々をあたかも Royal Brompton Hospital に
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写真５ Primrose Mansion 

勤務している医師としての時間がすこしでも

感じられるようにと、複数の外来、朝のレク

チャー、カンファレンス、回診と参加した。

一般医 General physician が送ってくる紹介

状（一冊の厚いファイル）を読むだけでも大

変であった。医療が国営化されている英国で

の General physician の力量は、残念ながら日

本のレベルをはるかに超えていると感じたも

のである。一方で、Consultant physician にな

るのも、より優れた力量が必要なのであろう

かと感じた。 

夕刻になると、Patricia と二人で、彼女の

お勧めのコスパの良い店に連れられた。病院

からは、Earls Court が近かったようだ。カジ

ュアルな店に入り、ピザとワインで３時間、

彼女のさえずるような英語シャワーを聞いて

すごしたり、ある時は、Windsor 城まで出向

いて瀟洒なレストランの窓際で歓談したりし

た。彼女の自宅は Battersea Park とテームズ

河を挟んで対面している Chelsea 地区にある

Primrose Mansion（写真５）という名前の集

合住宅の一階で、二匹の猫が迎えてくれた。

ジンジャーとミニプーという名前であった。

私も空腹だったが、まずは、猫たちから食事

が与えられた。大きな冷蔵庫から大きな缶詰

をとりだすと、中には、プリプリしたエビが

入っていていいにおいがした。思わず、空腹

感がより募って食べてみたいと思ったほどで

ある。彼女の個人史を面白おかしくうかがっ

ているうちに夕食時間は過ぎて、軽食をとり

に近隣のカフェに出向いたのは午後８時をと

っくに過ぎていた。「君はロンドンで免疫学

をすることから離れがたく、僕はカリブ海で

体育啓発をしたいことに執着しているから別

れよう」とかいうあたりを語る彼女も笑いこ

けながらであり、本当に笑い転げた時間であ

った。自宅には元夫の優勝杯がならんでいた

こと、一人息子のためにクリスマスには、元

夫からクリスマスプレゼントが届けられるこ

となどほほえましいエピソードであった。 

 

たったひと月のイギリス滞在ではあったが、

いかにもイギリス人らしい Haslam 先生や、

Dubois 先生、アクテイブな Corris 先生との

時間は、肺移植見聞記の中にはどうしても盛

り込んでおきたい部分であることが、時間経

過とともに実感される。３人の先生をそれぞ

れ京都にお招きして、中でも Dubois 先生は

半年間、胸部疾患研究所に滞在されて間質性

肺疾患カンファレンスなどは刺激的な時間で

あった。Haslam 先生は、間質性肺炎の会議で

東京と京都に数日滞在され、秋の味覚松茸を

おもてなすことになったが、まったく無関心

であられてびっくりしたものである。ロンド

ンで彼女と散策中に、ウインドウ越しに腎臓

の断面そのもののキドニーパイを見つけて、

美味しそうと叫ばれたりしたのを思い出し、

さもありなんと納得したことだった。 

30年ちかくを経過しての写真をみても、そ

の頃のビビッドな時間が反芻できるほどのよ

い滞在であったかなと思う。Flenley 先生が生

きておられたら、「そりゃーそうだよ、スコッ

トランドのモルトウイスキーに勝るものはな

いと同様に、イギリスやスコットランドに勝

る国はないからだよ」とか早口で言われそう

である。       （中央診療所所長） 
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1963〜2021年の日本人百寿者 

˦Ⱳ ˧ 

日本人最高寿命の推定 

中山昌彦 

 毎年厚労省は敬老の日に９月15日時点の

100歳以上の高齢者の数を発表しています。

昨年からの世界中のコロナ騒動の中でも、日

本人の百寿者は調査開始後58年連続増加し、

今年は８万6510人（女性７万6450人、男性１

万60人）となりました。この先、人の寿命が

どこまで伸びるのか気になるところです。 

これまでの公認された最高齢者はフランス

の女性ジャンヌ・カルマン122歳164日です。

教会の出生証明書が根拠となっています。未

公認の記録では125歳から150歳以上のものも

あり、たとえばウイスキーで有名な Thomas 

Parr はウエストミンスター寺院の墓碑銘に

1483年に生まれ～1635年11月15日ここに埋

葬されたとあり152歳であったことになりま

すが認められていません。テロメア説、心拍

数説、酸化ストレスによる細胞老化説など諸

説により人の寿命が有限であるとされ、その

限界の年齢は経験的に120歳前後とされてき

ました。また、動物の寿命はその動物が成熟

に至る期間の５倍の寿命があると言われ、人

間の場合は25歳を成熟期として125歳とされ

てきました。旧約聖書の創世記では人の齢は

120年に定めているようです。Xiao Dong らは

日本を含む世界40カ国の過去100年間のデー

タより、125歳まで生きる確率は１万分の１未

満と結論していますが、方法論は観察研究の

レベルです（NATURE VOL 538, 2016.10. 

13）。 

アメリカの老年学研究者団体 Gerontology 

Research Group（GRG）にて認定された現在

までの世界最高齢者上位10位は表に示す通

り日本人女性が４人も入っています。2021年
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世界最高齢者上位10位（2022年3月1日現在） 

位 名前 性別 年齢 生年月日 没年月日 備考 

1 ジャンヌ・カルマン 女性 122歳164日 
1875年 
2月21日 

1997年 
8月4日 

世界最高齢記録保持者 

2 サラ・ナウス 女性 119歳97日 
1880年 
9月24日 

1999年 
12月30日 

アメリカ及び北アメリカの歴代最高齢者 

3 田中カ子 女性 119歳57日 
1903年 
1月2日 

存命中 日本及びアジアの歴代最高齢者 

4 リュシル・ランドン 女性 118歳17日 
1904年 
2月11日 

存命中 
フランス・オクシタニー地域圏の歴代最
高齢者 

5 田島ナビ 女性 117歳260日 
1900年 
8月4日 

2018年 
4月21日 

日本・鹿児島県の歴代最高齢者 

6 
マリー＝ルイーズ・ 
メイユール 

女性 117歳230日 
1880年 
8月29日 

1998年 
4月16日 

カナダの歴代最高齢者 

7 
ヴァイオレット・ 
ブラウン 

女性 117歳189日 
1900年 
3月10日 

2017年 
9月15日 

ジャマイカ及び中部アメリカの歴代最高
齢者 

8 
エンマ・モラーノ＝ 
マルティヌッツィ 

女性 117歳137日 
1899年 
11月29日 

2017年 
4月15日 

イタリアの歴代最高齢者 

9 都千代 女性 117歳81日 
1901年 
5月2日 

2018年 
7月22日 

日本・関東地方・東日本の歴代最高齢者 

10 大川ミサヲ 女性 117歳27日 
1898年 
3月5日 

2015年 
4月1日 

日本・近畿地方の歴代最高齢者 

平均寿命世界ランキング・国別順位（2019年）MEMORVA 

順位 国名・地域名 
男女平均 
寿命(歳) 

 順位 国名・地域名 
男性の平均 
寿命(歳) 

 順位 国名・地域名 
女性の平均 
寿命(歳) 

1 日本 84.3  1 スイス 81.8  1 日本 86.9 

2 スイス 83.4  2 日本 81.5  2 韓国 86.1 

3 韓国 83.3  3 オーストラリア 81.3  3 スペイン 85.7 

4 シンガポール 83.2  4 キプロス 81.1  4 シンガポール 85.5 

4 スペイン 83.2  4 ノルウェー 81.1  5 キプロス 85.1 

6 キプロス 83.1  6 シンガポール 81.0  5 フランス 85.1 

7 オーストラリア 83.0  7 イタリア 80.9  5 スイス 85.1 

7 イタリア 83.0  8 アイスランド 80.8  8 イタリア 84.9 

9 イスラエル 82.6  8 イスラエル 80.8  9 オーストラリア 84.8 

9 ノルウェー 82.6  8 スウェーデン 80.8  9 ドイツ 84.8 

 

 

12月13日現在で田中カ子さんは118歳344日、

歴代３位でしかも存命中です。 

今後人の寿命がどこまで伸びるかを論ずる

時、誕生日の記録すなわち戸籍記録が正しい

こと、戦争、伝染病、食糧飢饉、大災害など

外的要因による死亡原因が少ないこと、移民

や難民による人口の流出流入が少ないこと、

大きな人口の集団であることなどが必要です。 

日本の戸籍法が成立したのは1871年（150

年前）からで、その後誕生日や死亡日の記録

が次第に正確になされるようになってきまし

た。第１回完全生命表は1891年（明治24年）

から始まっています。日清戦争、日露戦争、

大東亜戦争等による領土の拡大、縮小に伴う

大混乱の後、第10回完全生命表（1955年：昭

和30年）より安定して５年毎に国勢調査に基

づいて完全生命表が発表されています。 

平均寿命の世界ランキング・国別順位（2021
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人口統計資料集（2021） 

年齢 
第１位 第２位 第３位 第４位 第５位 

死因 死亡率 死因 死亡率 死因 死亡率 死因 死亡率 死因 死亡率 

80～84 悪性新生物 1254.3 心疾患 606.3 脳血管疾患 344.1 肺炎 300.1 老衰 186.6 

85～89 悪性新生物 1696.6 心疾患 1254.8 老衰 695.9 肺炎 681.7 脳血管疾患 648.4 

90～94 心疾患 2503.2 老衰 2294.0 悪性新生物 2078.8 肺炎 1337.7 脳血管疾患 1120.4 

95～99 老衰 6417.2 心疾患 4499.6 肺炎 2292.7 悪性新生物 2183.7 脳血管疾患 1830.5 

100歳以上 老衰 17330.4 心疾患 6839.1 肺炎 3542.0 脳血管疾患 2559.4 悪性新生物 1856.5 

  

年版）MEMORVAによると、2019年の日本の

女性は86.9歳で世界１位、男性は81.5歳でス

イスに次いで第２位、男女総合では84.3歳で

トップです。 

日本は世界でも有数の長寿国で、国境が海

に囲まれ、人種が比較的単一で、しかも人口

１億2580万人の大きな集団です。５年毎に完

全生命表が作成されており最長寿命の推定に

は適した集団であると考えられます。以前、

完全生命表を用いて超高齢者の年齢と生存率

の関連から最長寿命の推定をしました。しか

し、2010年に戸籍記載問題が発覚し完全生命

表の信頼性が疑わしいことになりました。 

2010年（平成22年）東京都で1899年生まれ

の男性が白骨化の状態で発見され、その後、

公的記録にはあるが生死や実居住地の確認が

取れない例が多数存在していることが判明し

ました。住民登録が抹消されていない事例で

は、年金の不正受給の詐欺罪や死体遺棄罪な

どの問題が発覚しました。 

そこで、記録修正後で最新の第22回完全生

命表（2015年）を用いて超高齢者の年齢と生

存率の関連から最長寿命の推定を再度試みま

した。 

老衰死は80歳から死亡原因として第５位に

みられ、90歳から心疾患に次いで第２位、95

歳以降は死因第１位になっています。心臓は

個体発生後最初にできる臓器で胎生22日、体 

所在不明による超高齢者の問題 

2010年（平成22年） 

 年齢 生年 性別 都道府県 市区町村 

1位 200歳 1810年 男性 長崎県 壱岐市 

2位 189歳 1821年 男性 愛媛県 宇和島市 

3位 186歳 1824年 男性 山口県 防府市 

4位 184歳 
1826年 

女性 青森県 青森市 

5位 183歳 男性 岡山県 浅口市 

6位 182歳 1828年 男性 滋賀県 甲賀市 

7位 177歳 1832年 男性 東京都 中央区 

8位 173歳 1837年 
女性 山形県 酒田市 

女性 広島県 大崎上島町 

10位 170歳 1840年 

男性 秋田県 能代市 

男性 神奈川県 横浜市 

男性 兵庫県 姫路市 

 
戸籍上120歳以上の不明者の多い自治体 

2010年8月28日時点 

 市町村 不明者数 

1位 横浜市 2247人 

2位 和歌山市 1405人 

3位 長崎市 253人 

4位 東大阪市 228人 

5位 伊丹市 124人 

 

長２㎜で拍動開始しその後休みなく動き続け

ている臓器です。寿命の心拍数説もあり、心

不全や心臓死も老化の影響が大きい死因と考

えられます。 

そこで死亡原因として加齢の影響が大きい

と考えられる90歳以上の年齢と生存率の関係

を直線関係、指数関係および多項式に当ては

https://ja.wikipedia.org/wiki/1810%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E5%B4%8E%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/1821%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%84%9B%E5%AA%9B%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/1824%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E5%8F%A3%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/1826%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9D%92%E6%A3%AE%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B2%A1%E5%B1%B1%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/1828%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%BB%8B%E8%B3%80%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/1832%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/1837%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B1%B1%E5%BD%A2%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BA%83%E5%B3%B6%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/1840%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A7%8B%E7%94%B0%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E5%A5%88%E5%B7%9D%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%B5%E5%BA%AB%E7%9C%8C
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90歳以上の年齢と生存率 

 

100歳からの累積生存率 

 

100歳からの生存率と累積生存率 

 男性 女性 

年齢 生存率 累積生存率 生存率 累積生存率 

100 0.66037298 0.66037298 0.70711698 0.707116978 

101 0.6411566 0.423402495 0.68572961 0.484891048 

102 0.62183098 0.263284788 0.66414017 0.322035624 

103 0.60239612 0.158601735 0.64234867 0.206859153 

104 0.58285202 0.092441342 0.6203551 0.12832613 

105 0.56319868 0.052062842 0.59815946 0.076759488 

106 0.5434361 0.028292828 0.57576175 0.044195177 

107 0.52356428 0.014813114 0.55316198 0.024447092 

108 0.50358322 0.007459636 0.53036014 0.012965763 

109 0.48349292 0.003606681 0.50735623 0.006578261 

110 0.46329338 0.001670951 0.48415026 0.003184867 

111 0.4429846 0.000740206 0.46074221 0.001467402 

112 0.42256658 0.000312786 0.43713211 0.000641449 

113 0.40203932 0.000125752 0.41331993 0.000265124 

114 0.38140282 4.80E-05 0.38930569 0.000103214 

115 0.36065708 1.73E-05 0.36508938 3.77E-05 

116 0.3398021 5.88E-06 0.340671 1.28E-05 

117 0.31883788 1.87E-06 0.31605056 4.06E-06 

118 0.29776442 5.58E-07 0.29122804 1.18E-06 

119 0.27658172 1.54E-07 0.26620347 3.15E-07 

120 0.25528978 3.94E-08 0.24097682 7.58E-08 

121 0.2338886 9.22E-09 0.21554811 1.63E-08 

122 0.21237818 1.96E-09 0.18991733 3.10E-09 

123 0.19075852 3.73E-10 0.16408448 5.09E-10 

124 0.16902962 6.31E-11 0.13804956 7.03E-11 

125 0.14719148 9.29E-12 0.11181258 7.86E-12 

126 0.1252441 1.16E-12 0.08537353 6.71E-13 

127 0.10318748 1.20E-13 0.05873242 3.94E-14 

128 0.08102162 9.73E-15 0.03188923 1.26E-15 

129 0.05874652 5.71E-16 0.00484398 6.09E-18 

130 0.03636218 2.08E-17   

131 0.0138686 2.88E-19   

 

めて相関関係式を求めました。完

全生命表のデータは加工統計であ

るため、強い相関が予想されます

が、生存率と年齢の関係は２次多

項式即ち放物線で最も強く相関し

ました（R＞0.9999）。生存率の放

物線を実データのある男性112歳、

女性115歳より延長（後方補外）す

ると図に示すように117歳で生存

率は男女逆転し、男131.6歳、女

129.1歳で生存率０になりました。

即ちこれが計算上の最高寿命と言

えます。 

100歳の平均余命は女性2.50年、

男性2.18年で予測した最高寿命と

は大きな開きがあります。その訳

は100歳からの毎年の生存率を順

次掛け合わせる、すなわち累積生

存率を計算することでわかります。

累積生存率はグラフに示す如く、

100歳の人が120歳になる確率は

100万分の１以下、世界最高齢の

122歳164日を超えるのは20億分

の１以下です。 

119歳で生存中の日本人女性

（田中カ子さん1903/1/2生）は歴
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代３位の長寿ですが、世界１位になる確率は

625分の１以下(0.16%)と予測されます。2022

年には第23回完全生命表が発表される予定

です。マイナンバーが普及し人の生死を含む

多くの情報がデジタル化されれば、このよう

な予測は自動的に正確にできるようになりま

す。今回の生存率からみた人の寿命の計算か

ら、絶対に越えられない年齢は男131.6歳、女

129.1歳となりました。生存率は放物線に沿っ

て低下し、「光陰矢の如し、落ちて行くのも矢

の如し」で、よほど幸運であれば３年２ヵ月 

 

119歳からの累積生存率と 

3年2ヵ月後にに世界最高齢が更新される確率 

年齢 生存率 累積生存率 

119 0.266203 1.000000 

120 0.240977 0.240977 

121 0.215548 0.051942 

122 0.189917 0.009865 

123 0.164084 0.001619 

 

後に日本人女性によって最高寿命が更新され

るかもしれません。 

（元京都第一赤十字病院呼吸器部長） 

 

 

2022年２月27日、ロシア軍はウクライ

ナへの軍事侵攻を開始しました。予想さ

れていたことでした。 

東西冷戦（1947年３月～89年12月）下

の71年８月、私はストックホルムに留学

しました。街の公園の下には核シェルタ

ー（避難所）が用意され、備蓄の小麦を順

次使うので、パンはまずい「平和国家ス

ウェーデン」に驚きました。以後、1989年

11月のベルリンの壁崩壊の時期を含み、

2018年１月まで、たびたび欧州、特に北

欧の街を訪ねてきました。 

ベルリンの壁崩壊の１年前、1988年11

月、ドイツの学会に参加した折り、東ド

イツ、ポーランド、ハンガリーなど東側

からの参加者が多く、東西ドイツの統一

まもなしの会話に驚きました。90年10月

統一が行われました。欧亜大陸の東端に

は情報が伝わってこないと痛感したもの

です。 

ベルリンの壁崩壊・冷戦の終結ととも

に、北欧、東欧を含めて NATO（1947年

創設）加盟国は増加、EU の創設（1993

年）・拡大と、2010年前後まで、欧州は一

応、平和でした。西側が東側を押し続け

ていました。しかし、スウェーデンが10

年に廃止した徴兵制を17年に復活したこ

とに見られるように2015年前後から、北

欧・中欧の国々を訪れると、ロシアに対

する警戒心の高まりが感じられるように

なってきました。 

欧州では、プーチン大統領の「ソ連邦

復活への夢」を否定する人は少ないでし

ょう。今以上、西側諸国に押されてたま

るかの素朴な想いを否定することは困難

です。ロシア軍のウクライナ軍事侵攻は、

ロシア国民に支持された「プーチン大統

領／ロシア国民の夢」実現の歩みと理解

すべきことだと思います。 

第３次世界大戦にならないことを願う

ばかりです。 

˦Ⱳ ˧ ロシア軍ウクライナ軍事侵攻 ―ソ連邦復活への道― 

泉 孝英 
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˦ϵАЈϱ˧ 

伊藤鐡夫先生と 

1966年ヨーロッパの旅 

上羽康夫 

 

図１ 伊藤鐡夫教授（1913～2002） 

（京都大学整形外科学教室開講百周年記念誌， 
2007より） 

 若き医師が優れた先輩と旅をするのは、学

識を広める最良の日々であり、また人生指針

を得る絶好の機会でもあった記録である。 

1966年、京都大学整形外科の伊藤鐡夫教授

（写真１）は文部省在外研究員として約６ヶ月

間米国並びに西欧の視察旅行に出かけられた。

先ず米国ではサンフランシスコ、シカゴ、ボ

ストンなどの整形外科センターを訪問された

後にニューヨークに到着された。ニューヨー

クでは、戦後急速に発達したリハビリテーシ

ョン医学を推し進める New York University 

Medical Center, Institute of Physical Medi- 

cine and Rehabilitation の一般リハ主任 Dr. 

Howard A. Rusk と小児リハ主任 Dr. Chester 

A. Swingyard, PhD.らを訪問された。次いで、

New York Columbia University 整形外科で股

関節外科を担当していた Frank E. Stinchfield

教授、および手外科担当 Robert E. Carroll 教

授らと面会された。 

その後、New York Columbia-Presbyterian 

Hospital & Harlem Medical Center で hand 

fellowship を終えたばかりの私は伊藤鐡夫先

生と初めてお会いした。 

私は、1962年１月１日に京都を離れてアメ

リカで整形外科修練を始めたので、1963年に

広島大学から京都大学へ着任された伊藤鐡夫

教授とは面識がなかったのである。だが、当

時の京都大学整形外科助教授赤星義彦先生は

医学部ボート部長を永年務められており、学

生時代はボート部員であった私を良く覚えて

おられ、伊藤鐡夫新教授には私のことも話し

ておられた。従って初対面であったが、伊藤

教授と私は旧知のように感じていた。そして、

二人の旅行が始まった。 

ここからは50年以上前の話であり、多少記

憶に誤りがあろうがご容赦を願いたいところ

である。 

 

͍ʽϱϻзІ 

1966年７月25日に飛行機でニューヨーク

を発ち、大西洋を横断して英国ロンドンの

Century Hotel に着いた。 

当時イギリスには “Sir”の称号を持つ偉大

な２人の整形外科医が居た。一人は1937年に

始まった朝鮮戦争に参加して末梢神経損傷を

治療し、末梢神経損傷を①neurapraxia、②

axonotmesis、③neurotmesis の３段階に分類 

した Sir Herbert Seddonn であり、もう一人

は人工股関節置換術を開発し、無菌手術室を

普及させた Sir John Charnley であった。伊藤

鐡夫教授は日本出発の前にその２人との面会

を予約されていた。 
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図２ 

Charnley 人工股関節 
先ず Sir Herbert Seddon（Royal National 

Orthopedic Hospital, London）とイギリス政

府関係の Dr. McKenzie（Ministry of Health, 

Limb Fitting Centre, London）に面会された。

次の日の朝早く、二人はロンドンから汽車に

乗り、Lancashire の Wigan に在る Centre for 

Hip Surgery, Wrightington Hospital に向かっ

た。Wigan 駅で汽車を降り、バスで Wright- 

ington へ向かったが、バスを降りてから不案

内な道に迷い、暑い道を１時間以上も歩かね

ばならなかった。もともとWrightington Hos- 

pital は結核療養所であり、町から少し離れた

丘の上にあったからだ。Sir John Charnley は

手術中であったが、術後すぐに連絡を下さり、

コーヒーを飲みながら其の日に行った股関節 

置換術について解説して下さり、その後に人

工股関節展示室で人工股関節置換術を研究し

た経緯について話して下さった（写真２）。当

時長井淳先生（昭和36年京大卒）が其の病院

に勤務されていたので、無菌手術室を案内し

てくれたが、ゆっくりと雑談する暇もなく別

れた。 

帰途はリバプールに立ち寄って夕食を食べ、

噂の音楽会を聴いてから帰ろうと決めていた。

リバプール駅に近い食堂で簡単な夕食を済ま

し、街の中央部のホテルに入った。大きなホ

ールには強烈な音楽が響き渡り、何百人もの

若者が両手を頭上に挙げて踊り狂っていた。

椅子も机も無いそのホールで私達二人はただ

茫然と立っていたが、暫くして伊藤先生は

苦々しく「煩（ウルサ）い」・「騒がしい」と

不満げにおっしゃったので直ぐに退散した。

演奏を聴いたのは多分10分程度であったろ

う。それが1960年代にリバプールで活躍を始

めた Beatles ロックバンドであり、後年に全

世界を風靡するとは夢想もしなかった。   

ロンドンに帰ってから王宮、国会議事堂な

どの名所を見て歩いたが、矢張り大英博物館

のエジプト遺品が心に焼き付いた。 

 

͎ʽІϳϴ˔Др 

８月１日ロンドンを出発し、８月１日～３

日はスウェーデン・ストックホルムの Hotel 

Palace に宿泊した。 

先ず、憧れのカロリンスカ研究所を訪問し

た。カロリンスカ医科大学とも呼ばれる此の

研究所にノーベル生理学／医学賞の選定委員

会（Nobel Assembly）があり、カロリンスカ

病院は医科大学の教育医療機関として提携し

ている。私たちは地上の林間道を歩きながら

木々の間から入りくる美しい日の光を浴び、

清々しい空気を吸いながら広大な敷地に広が

る建物群を見つつ散策した。でも、寒い冬に

備えて総ての建物は広い地下道で結ばれてい

た。 

ストックホルムにはノーベル賞と深く結び

つく、ノーベル記念博物館やストックホルム

市庁舎などがある。伊藤鐡夫先生は殊の外熱

心にそれらの施設を見学されていた。特に、

ノーベル賞授賞式晩餐会が行われる赤いレン

ガ建ての市庁舎の中にある「ブルールーム」、 

ダンスパーティが行われる「黄金の間」を見

ておられた。1949年に湯川秀樹はノーベル物

理学賞を受賞されていたが、日本人で最初に

生理学・医学賞を受賞されるのは誰だろうか、
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図３ ノーベル賞受賞者候補者推薦依頼の手紙 

何時だろうかなどと話され

ていた。実際には1978年に

利根川進氏がノーベル生理

学・医学賞を受賞されたの

で、私たちの訪問後20年経

ってからだった。だが、ノ

ーベル賞選考委員会がそれ

以前に伊藤鐡夫教授の優れ

た脳神経生理研究について

知っていたのは1971年ノー

ベル選考委員５名の連署で

伊藤教授宛に送られていた

ノーベル賞受賞者候補者推

薦依頼の手紙からも伺い知

ることができる（図３）。 

８月３日汽車で西部にあ

るスウェーデン第３位の都

市マルメに移動し、Savoy 

Hotel に泊まった。ルンド

大学（University of Lund）

の Sophus von Rosen 教授

とマルメ総合病院（Malmö 

allmänna sjukhus）でお会

いした。von Rosen 教授は

やや小柄であり、やさしい

笑顔の絶えない紳士であっ

た。von Rosen 教授は病院

内を案内しながら患者さん

と治療法について説明して

下さり、一緒に回診をした。その後に近くの

食堂で夕食をしながら色々と話をした。ルン

ド大学には1961年に山室隆夫先生（昭和30年

京大卒）が１年間留学され、先天性股関節脱

臼などの整形外科を研修された。新婚の奥様

と共に von Rosen先生宅の隣にアパートを借

りて、奥様と一緒にスウェーデンの教養と文

化をも学ばれたとのことである。日本に帰ら

れた山室隆夫先生は更に整形外科の研究を深

められ、近畿大学と京都大学整形外科教授と

して活躍されたばかりでなく、後年は国際整

形外科学会（SICOT）理事長として世界の整

形外科を牽引された。それらの基礎はマルメ

で習得されたに違いない。スウェーデンで既

に始まっていた地域医療を見聞し、日本医療

制度との相違にも気づかれていた。スウェー
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図４ 伊藤鐡夫画 アンデルセン像 

デンでは個人の尊重と地域医療の充実により

個人生活は豊かになるが、家族との結びつき

は弱まり、親子・兄弟姉妹の関係が希薄にも

感じた。 

 

͏ʽДрЫ˔ϼ 

８月５日スウェーデンのマルメからデンマ

ークの首都コペンハーゲンまで連絡船に乗り、

国境を越えた。隣国ではあるが、案外と近か

った。コペンハーゲンはスカンジナビア諸国

で最大の都市であり、中古北欧の雰囲気を持

つ魅力的な街である。その街にある Hotel 

Continent で２泊して、久しぶりに休養した。 

港の岸近くに浮かぶ人魚姫の像（＝マーメ

イド像）を見て、北欧人の優しさを感じた。

チボリ公園は1843年に開園された世界最古

のテーマパークと云われ、 公園前にはアンデ

ルセンの銅像がある。アンデルセン銅像は街

の彼方此方に見られたが、それらが伊藤先生

の絵心を呼び覚ましたのであろう。先生は素

早く画帳を開いてデッサンを書き上げ、ホテ

ルに帰ってから色を付けられた（図４）。絵を

描くのが好きだった伊藤先生は少年の頃には

絵描き師になりたいと思っていたそうだ。そ

の後の旅行中にも自由時間を見つけては、印

象的な風景や建物を短時間に描かれていた。 

 

͐ʽЖϱБ 

８月７日コペンハーゲンからベルリンへ飛

行機で移動した。ベルリンでは Arosa Hotel

に宿泊した。当時はベルリンの壁によって東

西ベルリンは２分されていた。伊藤教授は当

時のドイツ整形外科学会長 D.H.Gerdmin 教

授 (Orthopädische Universitätsklinik und 

Poliklinik, Hamburg）と先ずベルリンで面談

された。その内容は知らないが、1940年頃ま

で京都帝国大学医学部ではほとんどの講義は

ドイツ語で行われていたので伊藤教授は英語

よりも寧ろドイツ語で話すほうを選択された

のだろう。 

８月９日にミュンスターに向かい、ミュン

スター大学の Oskar Hepp 教授と会われた。

また、当時ミュンスター大学の Hepp 教授の

元で基礎研究をされていた野島元雄先生（昭

和23年京都帝大卒）とマールブルグ大学で整

形外科学を研修されていた渡辺良先生（昭和

34年京大卒）の二人と面会された。来訪のお

二人は学問熱心であり、通常は無口な野島先

生も伊藤教授も久しぶりに日本整形外科医と

会話されたので話は非常に盛り上がった。野

島先生は神経筋疾患・筋ジストロフィーに造

詣が深く、リハビリテーション医学にも深い

興味を持たれていた。渡辺先生は病的骨折・

離断性骨軟骨症に詳しく、ドイツ医療に興味

を持っておられた。後年、野島先生は愛媛大

学、渡辺先生は川崎医大の整形外科教授とし

て日本整形外科の発展に尽くされた。 

８月11日にはフランクフルトに行き、フラ

ンクフルト大学整形外科 Güntz 教授と伊藤

先生は面会された。 
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図５ ハイデルベルグ絵葉書 そして、８月14日には伊藤先生の

憧れの地であったハイデルベルグに

着き、ホテル Europaeischerhof に泊

まった。翌日はハイデルベルク大学

Lindremann 教授を訪問された。教

授は第10回 International Society for 

Rehabilitation of the Disabled

（ISRD：世界学術集会会長）であり、

同年９月11日～17日にヴィースバ

ーデンで学会を開催する準備をされ

ていた。ハイデルベルグは緑の山に

囲まれた本当に美しい街であり、街

の中央にはネッカー川が流れ、小高

い丘に宮廷城跡が建ち、街から山へ

延びる哲学の道があった（図５）。 

伊藤先生に誘われて哲学の道を散

策した。人気のない川に沿った美し

く緩い山道をゆっくりと上るのは気

持ち良く、思考するのに最良の道で

ある。「京都大学の近くを流れる疎水

路に沿って哲学者の西田幾多郎先生

が散策した “哲学の道” があるが、

それはハイデルベルグの（哲学の道）

に由来するのだよ。」と伊藤先生に教

えて頂いた。 

８月15日にミュンヘンに入り、

Diplomat Hotel に宿をとった。有名

な Max Lange 教授が教鞭をとるミュンヘン

大学整形外科クリニックを訪問し、日独共通

の医学教育について話された。街のいたる所

でビール祭りが開かれ、町中の人が生ビール

を飲んでいた。 

 

͑ʽϷ˔ІЕзϯ 

８月18日から20日までの２日間ウィーン

に滞在し、Hotel Kaiserhof に宿泊した。ウィ

ーン大学で Hanno Millesi 教授と末梢神経損

傷の治療法について意見交換し、翌年1967年

３月に京都市で開催予定の第10回日本手の

外科学会（会長伊藤鐡夫教授）に出席して頂

くよう依頼をした。その後で国立オペラ座で

クラッシック音楽演奏を聴いた。翌日はシェ

ーンブルグ宮殿と庭園を巡り、爽やかな楽し

い時を過ごした。 

 

͒ʽІϱІ 

8月20日～8月22日はチューリッヒの Hotel 
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Neues Schloss に宿泊して観光し、次の目的地

までは汽車で移動して８月22日～８月24日

はジュネーブの Metropole Hotel に宿泊した。

夏の季節にユングフラウやマッターホルンな

どの山々を訪れ、アルプスの自然を満喫した。 

スイスでは医学より人の生活に興味を持っ

た。比較的小さな国なのにドイツ・フランス・

イタリアの全く異なる３つの民族と言語が受

け入れられ、互いに仲良く生活しながら一つ

の国家を維持しているのが日本人の私にとっ

ては不思議であった。人々の生活は華やかで

はないが、街は清潔であり、人は礼儀正しい。

男性は成人すると数年の兵役が課せられ、そ

の後も数年に一度は兵役訓練を受けている。

民主国家ではあるが、1966年時代に未だ女性

の参政権は無かったにも拘わらず、離婚率は

低かった。エスペラント語が生まれても此の

国では普及せず、寧ろ英語が普及している。

私にこれらの疑問に回答してくれるスイスの

友人を何時か見つけたいと願っていた。 

 

͓ʽϱЌзϯ 

８月24日～９月２日はイタリア各地を巡り、

中世期ルネッサンス時代に果たしたイタリア

文化を偲んだ。 

８月24日に鉄道でイタリアに入り、先ずイ

タリア中央部のボローニアで世界一古いと言

われ、「母なる大学」と呼ばれるボローニア大

学を訪問した。その佇まいは重厚であり、大

学の歴史を感じた。大学の正式な設立記録に

は西暦1088年に総合大学 universitas になっ

たが、８世紀には同所に法律学校が既にあっ

たと言われている。 

８月24日にローマに着き、Hotel Anglo- 

Americana に宿を取った。翌日、ローマ大学

整形部（Ortopedia Nell' Universita di Roma）

の Attilio Rampoldi 教授を訪問し、その後に

市街見物に出掛けた。ローマには名所旧跡が

多いが、古代遺跡のパンテオンとコロッセオ、

アメリカ映画「ローマの休日」で有名になっ

た「トレヴィの泉」・スペイン広場・サンタ・

マリア教会の「真実の口」、そしてキリスト教

の歴史で最も重要なバチカン市国と旧街道に

あるキリスト教徒地下墓地 etc.などの観光場

所を訪ねた。夕刻になり、街中で日本語を話 

すイタリア人に出会い、「地下食堂で一緒に食

事をしよう」と誘われた。少し怪しいなとは

思ったが、こちらは男二人だから大丈夫だと

考えて３人で店に入った。驚いたのは、食後

の請求書には莫大な額が書かれ、その額を拒

否しても許されずに財布の金を総て強奪され

た。イタリア観光地に対する強い不信感を抱

いた。以前、ドイツ人が「イタリア人は信用

できない。今度日本とドイツが手を組んで戦

争する時には、絶対にイタリアを同盟に入れ

ないようにしょう」 と冗談交じりに話したの

を思い出した。 

８月28日から９月２日までフィレンツェ市

の Capitol Hotel に宿泊した。15～16世紀ル

ネッサンス期にメディチ家がもたらした繁栄

により、レオナルド・ダ・ヴィンチ、ミケラ

ンジェロ、ラファエロなどの巨匠が育ち、都

市の名前のごとく「花の町」となった。特に、

ダビンチが近代的人体解剖に基づく絵画制作

を行ったことに私は現代整形外科医として深 

く敬服する。彼は約30人体を解剖し、詳細な

解剖図を描いたが、 それを纏めて本として出

版しなかった。50年後に医師・解剖学者であ

ったアンドレアス・ヴェサリウスが「人体構造

論」を書いて有名になってしまった。でも、

正確な人体図を残したレオナルド・ダ・ヴィ

ンチは現在では更に有名である。そして、現

在フィレンツェのパルジェロ美術館にあるヴ

ェロッキオ作「ダビデの像」のモデルはダヴ
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図６ パリのパルテオン丘 

ィンチだろうと言われている。８月31日には

「水の都」ベニスに入り、Hotel Bonvecchiati

に泊まった。ゴンドラに乗り、ゆったりと水

郷の教会と素晴らしい橋々を鑑賞して楽しい

一日であった。 

 

͔ʽТжрІ 

９月２日～９月10日はパリの West End 

Hotel に宿泊し、パリ市内とヴェルサイユ宮

殿を見学した。 

最初に Institute De La Main の Raoul 

Tubiana 教授を訪問した。Tubiana 先生はフ

ランス手外科学会を代表する先生であり、 

“Entre les Mains”などのフランス語論文と 

本を数多く書かれ、また英語の論文・著書も

出版された。英語で書かれた彼の著書

「Dupuytren 拘縮」は日本でも良く知られて

いる。アメリカ手外科学会には1964年に入会

し、名誉会員になられている。伊藤先生と私

はアパート２階にあるご自宅に招待され、眼

前を流れる美しいセーヌ川とその向こうのノ

ートルダム大聖堂を見ながらお嬢様の手造り

料理をご馳走になり、暫しの歓談を楽しんだ。

当時、もう一人有名な手外科医 Dr. Francois 

Islin がパリの Centre DeChirurgie De La 

Main に居るのを知っていたが、残念ながら

会うことは出来なかった。 

観光名所のシャンゼリゼの散歩、エッフェ

ル塔見物などパリ市内の散歩は楽しかった。

また、ルーヴル美術館やヴェルサイユ宮殿の

見学には夫々１日を要した。整形外科医の私

たちはモンマルトルの丘にある教会内にギプ

ス石灰 CaSO4・1/2H2O 採掘の最古遺跡があ

ると聞き、その遺跡を探し求めて歩き回った

が見当たらず、其の辺りには多くの画家達が

沢山の絵画を展示販売しているだけだった

（図６）。歴史書には1852年イギリス・オラン

ダ戦争でパリに来たオランダ軍医：アントニ

ウス・マタイセンがモンマルトルで石灰鉱石

を発見し、その後は英語で plaster of Paris と

呼ばれたと伝えられている。日本語のギプス

は勿論ドイツ語 gipus に由来するのだが、現

在の英語では plaster cast と呼ばれ、plaster of 

Paris と呼ばれることは殆ど無い。 

現在はフランスでも英語が通用するが、第

二次世界大戦後の1966年頃にはパリで英語

を使うのはフランス軽視だと考えられたよう

だ。パリ滞在中の或る日に街角の小さな食堂

に入り、私は牛乳を飲みたくてコップを差し

出しながら“Milk, please”とチェフに向かっ

て言ったが、全く無視された。そこで、再び

大声で“Milk!!”と大声で怒鳴ったが反応が

無かった。“Lait, s'il vous plait”と今度は大声

だが拙いフランス語でお願いしたが、聞こえ

ぬ振りをした。私は腹が立った。すると、隣

席の伊藤教授が大きなコップをテーブルにド

ンと置いて、“牛乳!!”と叫ばれた。すると、

チェフは慌てて走り寄り、大きなコップに牛

乳をいっぱい注ぎ込み、私のコップにも牛乳

を入れた。私は“矢張り、貫禄が違うのだなー”

と改めて先生の貫禄に感謝した。 

 

͕ʽϻзЄа 

９月15日パリから飛行機に乗って、ギリシ
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ャのアテネに着いた。Hotel Astor に宿をとり、

急いでパルテノン神殿に向かった。草木がな

い乾いた石山の上に幾何学的な石の神殿が建

つ。紀元前８世紀からの古代遺跡が沢山残り、

ギリシャ文字やオリンピック競技として現代

まで引き継がれている。古代ギリシャが東洋

と西洋との掛け橋として果たした役割は極め

て大きい。アリストテレスの講義を受けたと

されるアレキサンダー大王がギリシャからイ

ンドまで攻め込んだのも東西文化の交流を促

進したに違いない。また、ギリシャ文字のア

ルファベットからローマ独自のラテン文字が

作られ、ローマ帝国の拡大に伴ってヨーロッ

パ全土に広がったのも東西文化の交流に大き

な役目を果たした。現代医学でもギリシャ語

は多く使われ、ラテン語と共に医学用語の中

心として使用されている。 

私が医学生の頃の解剖学講義では、「手根骨

および足根骨の中に舟状骨と呼ばれる骨が在

る。所在場所も形状も異なり、日本語ではど

ちらも舟状骨と呼ばれ、ヨーロッパではギリ

シャ語の Os scaphoideum、あるいはラテン語

の Os naviculum と言われる。英語では「舟」

を意味するギリシャ語の scaphoid と同義ラ

テン語の navicular が使われている。それ故、

（手根骨の舟状骨）か（足根骨の舟状骨）かを

毎度指定しなさい。」と言われた。しかし、近

頃の英語ではギリシャ語由来の scaphoid bone

は手の舟状骨を指し、足の舟状骨はラテン語

由来の navicular bone と定められている。 

 

1966年９月17日は伊藤鐡夫教授とのヨー

ロッパ旅行が終わる日となった。伊藤教授は

アテネ空港から日本に向かわれ、私はアテネ

湾からエーゲ海に行く観光船に乗った。私の

ポケットにはギリシャ人の Panos Panagokas 

が米国で手渡してくれたギリシャ語手紙がし

っかりと入っていた。Dr. Panagokas はアテ

ネ大学医学部出身の整形外科医であり、米国

バルチモアの Kernan Hospital で小児整形外

科レジデントとして１年間共に研修した仲で

あり、彼は後にボストン・ハーバード大学講

師になっていた。私が日本への帰途にギリシ

ャに立ち寄ると話すと、彼は手紙を手渡しな

がら「この手紙にはギリシャ語で “この日本

人は私の大切な友人である。常に親切にして

下さい。Panos Panagokas” と書かれている」

と説明した。私はその手紙を読めなかったが、

それをポケットに入れ、安心してギリシャ船

でエーゲ海の旅行に出掛けたのである。 

ギリシャからトルコ、アラブ連合共和国

（United Arab Republic）、イラン、インド、

タイ、香港を見物して1966年10月３日に羽田

空港に着いた。ゆっくりと休む暇なく、伊藤

鐡夫教授からホテルに電話がかかった。「明 

日、外国から大切な来客がある。すぐに京都

に帰れ！」とのお達しを受けた。私はすぐに

京都に向かい、伊藤教授と久しぶりに再会し

た。 

 

伊藤鐡夫教授とのヨーロッパ旅行は僅か２

ヶ月たらずの短い旅であったが、其の間にヨ

ーロッパの素晴らしい研究所を見学し、多数

の著名な教授や整形外科医に面会し、歴史あ

ふれる名所を巡ることが出来た。その旅は私

に広い知識と貴重な経験を与え、その後の人

生を大変豊かにして呉れた。今も故伊藤鐡夫

教授に深く感謝している。 

（京都大学名誉教授、日本手外科学会名誉会員、

日本肘関節学会名誉会員、日本肩節学会名誉

会員、国際健康医療評価研究機構（i-HOPE）

評議員、医療法人白菊園理事長) 
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˦ϵАЈϱ˧ 

中国雑感 

変貌する社会と食 

渡辺貞一 

 ͍ʽ־‏  

文化大革命の中ごろ、紅衛兵が、Ｔ社の研

究所に訪ねてきて、対応したことがある。二

十歳まえの若い紅衛兵十名と引率者で、どの

ような研究をしているのか、紹介して欲しい

としての来所であった。 

具体的な開発の例として、郵便番号読み取

り装置の紹介をすることにした。会議室で、

挨拶をして話を始めようとしたとき、突然、

一人の若者が、立ち上がって大声で叫び始め

た。それが終わると、次の若者が、また毛沢

東語録を高く上げて叫び始めた。これが次々

と続いた。そして突然、電流が切れたように

静かになった。全員、正面を向いてにこりと

もしない、テレビで見ていたのと同じ激動す

る小さな文化革命であった。 

その後、研究紹介をしたが、質問はなく全

員メモをとって、赤色の語録を振りながら謝

謝といって帰っていった。 

彼らは、文化大革命の中、どのように選ば

れて、日本に来たのか分からないが、おそら

く優秀な若者たちだと思われる。 

文化大革命では、古いものがすべて否定さ

れ、伝統的な権威や価値観、倫理観を破壊し、

家庭や社会に大きな断層と混乱を引き起こし

た権力闘争であり、イデオロギー政治が引き

起こした激しい社会変革である。 

革命を主導した多くの同志も、革命後の権

力闘争と混乱の中で粛清された。密告が奨励

され、不信は家族や親戚の中にも及んだ。ま

た多くの知識人が、三角帽子を被せられ反省

を強要され、消えていった。 

作家の老舎は、反省を拒み、殺されたとも

飛び降り自殺をしたとも言われている。 

ナンバー２だった周恩来首相は、後年、談

話で、文化大革命の時代は、家族や親戚共々、

党員や紅衛兵らの批判を浴びることがないよ

う、細心の注意を払って生き延びたと言って

いた。 

混乱は、毛沢東が亡くなり、江青らの４人

組が粛清されるまで続いた。 

この10年にわたる不信と混乱の影響は、中

国社会に長期間、世紀を越えて続くと思われ

た。 

中国には、大勢の知人や友人がいるが、こ

の話はしない。 

今の中国や共産党を見ていると、私が会っ

たかつての紅衛兵らはどのように考え、激動

を生き、今、老後を迎えようとしているのか、

その境遇や心境を、少し垣間見たい気がして

いる。 

 

͎ʽ ∕   

国際都市香港は、激動に揺れていて、今、

中国に吸収され、消え去ろうとしている。 

香港は、幾度か訪問したが、いつも猥雑で

好奇心を刺激される街であった。 

最初の訪問は、中国本土が、まだ文化大革

命の中にある70年代の初めで、その頃、香港

は英国領であった。 

国境の展望台に行くと、はるか彼方に中国

本土の広州が見えた。市街地は、派手なカン

バンと店先に積まれた商品で溢れていた。仁

丹や味の素と書かれた市電や、２階建てのバ

スがゆっくりと走り、道は人々で混雑してい

た。街は猥雑で活気があった。 

ホテルでの朝食は、よく朝粥をとった。テ
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ーブルの合間を、朝粥と点心を乗せた食台が

ゆっくりと通る。多くの客は、新聞を読みな

がら、湯気の立つ粥をとっていた。甲高い中

国語が飛び交う中で、粥は生きていると思っ

た。 

 

ここ香港には、地元の広東料理から、上海

料理、北京料理、四川料理、湖南料理、山東

料理などがあり、その種類は豊富で、品数も

驚く程多数あった。街には、大飯店、大酒楼、

菜館、海鮮の文字が、派手なネオンとともに

溢れていた。 

地元の人に薦められ、食巡りをした。広東

料理から四川、上海、北京料理、少し珍しい

湖南や山東料理まで味わったが、料理は変化

に富み、奥が深いと感じた。 

市中の名店の外にも、郊外の海鮮店にもで

かけた。有名な海上の船の店以外にも、海岸

沿いの海鮮店も、安くて新鮮な食材が多く、

地元の人で賑わっていた。店先で生きたエビ

やカニ、ハタやクエなどを買って、それを料

理してもらい、店先のテーブルで味わった。

茹でたエビや魚が大皿に山盛りでてくる。新

鮮で量が豊富で、それにびっくりするほど安

かった。 

国際社会の香港は、食は豊かで、食在香港

であると思った。 

 

欧米などの海外にいってしばらくすると、

洋食に飽きてきて、よく中国料理店に出かけ

た。当時、和食店は少なく、大都市に高級店

が少しある程度であったが、中華料理店はあ

った。 

本来の中国料理とは違って、その土地の好

みに合わせた料理になっていて、量だけが多

く、期待外れのものが多かったが、それでも

米や麺類は、満足させる何かがあった。 

人間は、幼少期に食べたものが、記憶に刻

み込まれて生涯付きまとうものだと思った。 

 

͏ʽ ӗ 

後年、国交が回復して、中国各地を訪問す

る機会があったが、西安は、縁あって幾度か

訪れた。西安は、昔の長安で、今も人口１千

万人の大都市である。 

西安理工大学での講演を終え、学長や先生

たちと街中に餃子を食べに出かけた。店は、

水餃子だけを食べさせる老舗で、小振りの水

餃子が２個ずつ出てくる。先生たちの行きつ

けの店らしく、紹興酒と出来立ての美味しい

水餃子が次々と出てきた。 

種類は豊富で、150種類以上あったが、お

薦めの40種類ほどで満腹になった。水餃子は

美味で、本場の味の素晴らしさが強く印象に

残った。 

 

西安は、日本と結びつきが強い古い都で、

周囲14㎞の大きな城壁に囲まれている。明代

の初期に造られた、高さ12ｍ、幅15ｍの堅牢

なレンガ造りで、登ることができ、上は幅広

い道路になっていて、自転車を走らせること

もできた。 

街は広いので、大学の好意で、先生に車で

各地を案内してもらった。文字認識の仕事を

していたので、まず、石碑の宝庫である碑林

博物館に出かけた。 

碑林は、唐代の石碑を中心に、漢代から清

代まで、儒教の経典などが彫り込まれた高さ

２ｍほどの石碑が、数百基ほど展示されてい

た。 

儒教の経典を記録した開成石経は、228石

あり、65万字が彫り込まれている。 

有名な書家の筆が多く、篆書や隷書、楷書

の字体で、一文字が２㎝ほどの大きさの文字
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が一面に並んでいた。 

有名な、キリスト教ネストリウス派の大秦

景教流行碑もあった。 

拓本を売っていたので、いくつか買った。

大学の先生と一緒だったので、本場の拓本が

安く入手できた。 

 

その後、陝西省の歴史博物館を見学した。

立派な博物館で、紀元前の殷、周、秦から、

漢、隋、唐などの青銅器や石刻、木簡、陶器、

俑などが多数並んでいた。中に珍しい石刻も

あった。始皇帝が封禅の記念碑として、全国

に７碑を建てさせたものと言われていたが、

文字はほとんど読めず、史記に写しが残って

いるのみという珍しいものであった。 

文字類の展示は、よく知られた甲骨文字や

金文、篆書、隷書、楷書から、遊牧国家の突

厥文字やウイグル文字、チベット文字、西夏

文字などがあり、本物を見るのは初めてのも

のも多く魅力があった。 

文字には、それぞれ歴史があり、知的好奇

心をくすぐる魔力があるように思った。 

 

漢字の専門書は多いが、「文字の文化史」 

（藤枝晃、岩波書店1991年）は、読みやすい

良書であると思う。 

漢字の文化的な歴史や解明が体験を交えて

分かりやすく書かれている。 

著者の藤枝京大名誉教授は、国際的に著名

な学者で、作家井上靖の「敦煌」の考古学的

なサポートをしたことでも知られている。こ

の小説で、敦煌や莫高窟、西夏、西夏文字の

存在を知り、西域やシルクロードの魅力に取

り憑かれた人も多いと思う。 

西安は、シルクロードの東の起点である。

そこには記念碑が立っていて、真っ直ぐな道

が西方向に伸びていた。 

当時は、西への鉄道は、まだ敷設されてお

らず、敦煌やトルファン、ウルムチなどへは、

飛行機しかなかった。莫高窟や千仏洞、火焔

山、オアシスは魅力的であったが、シルクロ

ードをたどるのは、地元の人でも簡単ではな

いようであった。 

水分補給にペットボトルを持ち歩いたが、

道端で、柘榴を売っていたので買った。大振

りの美味しい柘榴であった。 

郊外の秦の始皇帝陵と兵馬俑の見学や、三

蔵法師が持ち帰った経典が保管された大雁塔、

さらに楊貴妃の別荘である華清池やイスラム

街の回民街などを見て歩いた。 

中でも、50年ほど前に地中から発見された

兵馬俑は、８千体の等身大の兵士の俑が地中

に整列していて、壮観であった。 

青銅製の４頭立ての車馬もあった。実物の

２分の１の大きさで、先導車と皇帝専用車の

２種類があった。最初に訪れたときは、すぐ

そばで見ることができたが、後年、訪れたと

きは、ガラスケースに収められていた。車馬

は、木製のものも100台以上あったとのこと

であるが、今は消滅してない。 

 

近くに始皇帝陵があるが、発掘はされてい

ない。史記によると、地下には、生前と同じ

都が造られ、自然をあらわす宝石の太陽や星、

水銀の河や海があると伝えられている。 

同行した大学の先生は、墓の頂上付近から、

水銀が検出されたので、ひょっとすると地下

に伝承の都があるかも知れないと言っていた。 

 

西安は、歴史的に日本と繋がりが強い。唐

時代に、遣唐使や多くの学僧が中国に渡り、

長安で活躍するとともに、先進技術や文化を

日本にもたらした。交流の痕跡は、今も寺院

や石碑として、西安に残されている。また、
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その頃の唐詩や書、唐三彩は、我々の身近に

あり文化として根付いている。 

書物としては、古くからある四書五経や史

記など以外に、西遊記、三国志、水滸伝、金

瓶梅などが今も読み継がれている。中でも、

西遊記は魅力があり、平凡社の完訳本を繰り

返し読んだ。 

孫悟空が活躍する奇想天外の百話の中には、

随所に真実も含まれている。孫悟空が、命を

受け蟠桃園の係になり、三千年に一度実を結

ぶという不老長寿の蟠桃を盗み食いするが、

この蟠桃と称する桃が今も存在した。野性味

あふれる平な桃で、少し高価で人気があるよ

うであった。中国では、桃は特別な存在で、

珍重する。日本の桃に接したことのある人は、

その大きさと味を賞賛し、お土産にしたと言

っていた。 

三蔵法師ゆかりの大雁塔や小雁塔に行くと、

インドへの取経の物語が身近に感じられ、古

都の良さ、歴史の醍醐味を肌で感じた。 

中国は、お茶の一大産地である。ホテルの

近くのお茶の専門店に出かけてみた。すぐ近

くだったが、広い道路を渡るのに苦労した。

信号機はあるが、ほとんど車は止まらず、地

元の人は阿吽の呼吸で渡っていた。 

お茶の種類は、発酵の程度や産地、香りな

どの違いで、数百種はあった。細かい違いや

効用は分からないが、薦められて白茶とジャ

スミン茶を買った。良いお土産になったよう

に思った。 

 

中国は、広大なので、地域によって言葉が

異なる。上海に行くと、北京語と音が異なる 

上海語を耳にする。上海語や広東語、閩語な

どは、音や語彙、文法も異なるので、別の言

語のようで簡単には意思の疎通ができない。

しかし、表意文字の漢字は共通しているので、

文章語による交流は可能で、国の統一を保つ

に役立っているように思う。また最近は、標

準語が学校教育やメディアを通じて普及した

ので、その動きが加速されている。 

 

中国は、建国が1949年のまだ若い国である。

中国共産党が支配し主導する専制的な国家で

あるが、全てトップが君臨する伝統の“王朝”

のように見える。民主主義や自由は制限され

ているが、意思決定は早く、経済成長を続け

ている。成長し豊かになる間は、安泰なよう

に見える。また国民の教育、監視やコントロ

ールに、 最近の ICT技術やAI技術も寄与し、

効果を挙げているように思う。 

しかし、成長が止まり、高齢化や格差拡大

が進むと不満は顕在化してくる。独裁支配は、

いずれ軟着陸するか、崩壊するかの選択を迫

られることになる。 

 

歴代の王朝は、存続期間が長いもので、200

年から300年である。 

今の王朝は、どのような運命をたどるのか、

独自の価値観を持ち、国際ルールを変更し、

力による膨張を続ける中国に危惧と不安を感

じながら、隣国としてほどほどに友好的で平

和裡に付き合っていきたいものと願っている。 

（NPO法人広域連携医療福祉連携機構 副理

事長） 
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˦ϵАЈϱ˧ 

欧州駐在の今昔 

大堀 聰 

 ˪ ˫ 

私の研究分野である戦時下の欧州駐在員と

自分自身の駐在経験の２面から、特にこれか

ら海外で活躍しようという医療関係の方々を

意識して、本稿を書かせていただきます。 

 

˪ Ⱳᴞχ ∕Ԍ˫ 

第二次世界大戦が勃発すると、日欧間の交

通は遮断され、欧州に滞在していた邦人は帰

国の道を閉ざされ、終戦まで留まることにな

ります。その数は欧州全体で約900人です。

今はドイツのデュッセルドルフだけで 8,500

人が暮らしていますから、いかに限られた人

数であったかが分かります。 

当時、欧州に駐在と言えば、まさにエリー

トでした。当然彼らはバリバリと働いたかと

いうと、実はそうではありませんでした。 

1943年３月、大島浩駐独大使は外務大臣に

向け「商社関係者は殆ど仕事なく、多くは空

しく日を過ごしている」と報告しました。日

独間の交通路が遮断されていて、日本から船

が来ないから船舶関係の人は仕事がないのは

勿論、商社の人は物を買い付けてもそれを送

ることが出来ないので、やはり失業状態でし

た。 

 

小室恒夫商務官は、ここでは国のために活

躍できないから危険な潜水艦でもいいから日

本に帰して欲しいと言い出し、皆に見送られ

潜水艦の乗り場に向かいました。そこで陸軍

の軍人に乗船の順番を変わって欲しいと言わ

れ譲りますが、その軍人の乗った潜水艦は沈

められてしまうという、まるでドラマのよう

な展開を体験します。 

 

ここで私はロジスティックの重要性を説く

のは勿論ですが、やはり人は場を与えられな

いと駄目だということを申し上げたいのです。

今も「海外に行ける」と言うだけで、そのオ

ファーに飛びつく人はいるようですが、本当

に自分が行って活躍できる場があるかを、よ

く考えて決めることが大切です。ゆめゆめ空

しい毎日をおくることなど無いよう、ご注意

ください。 

 

˪Ӻ◖χ ͍˫ 

1945年５月、ドイツが降伏するとベルリン、

周辺に集結していた日本人はソ連軍の手で、

日本に送還させられました。どこかに潜んで

いても見つかり次第でした。それでもその手

を潜（くぐ）り抜けて残留した日本人が数名

いました。その内の２名は医師でした。 

 

可児和夫は東京帝国大学で独法を学んだ後、

九州医専で医学を修め1936年にドイツに留学

します。 

彼はドイツ崩壊時、ラインスベルクという

町で滞在中でしたが、町はベルリンに進撃す

るソ連軍に占領されました。そして占領され

た町には、ドイツ人の医者は皆雲隠れして一

人もいなかったのです。市当局が可児に市医

になってくれと頼みに来ました。 

しかし３週間ばかり経って、ソ連のゲーペ

ーウー（秘密警察）の本部から「ちょっと診

療に来てくれ」と言われて行くと、そのまま

地下室に放り込まれてしまいます。ついでソ

連のザクセンハウゼンの収容所に送られ、そ
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こで医師として４年半の苦しい生活をおくる

ことになったのです。ドイツ人収用者の間で

は「微笑むブッダ」のあだ名で呼ばれ、釈放

後も長く慕われました（「日本人の体験した二

十五時…東独のソ連抑留所の地獄の記録」よ

り）。 

まだ日本大使館もない時代、運よく釈放さ

れた可児の身元保障をしたのは、ドイツの名

優ヴィクトル・デ・コーヴァー夫人となって

いた田中路子でした。 

 

˪Ӻ◖χ ͎˫ 

東京帝国大学医学部で放射線教室に籍を置

いた肥沼信次は、1937年春にベルリン大学の

医学部放射線研究所に入り、数々の研究成果

を上げ東洋人として初めて教授資格を取得し

ました。 

終戦直前、彼も日本人グループに加わらず

に、知り合った戦争未亡人のシュナイダー親

子とベルリン東北東のエーバースバルデに向

かいます。 

敗戦後間もなくしてポーランド国境に近い

リーツェン市で伝染病の診察に当たりますが、

肥沼自身がチフスに罹り1946年３月８日に死

亡します。1992年、リーツェン市は恩人であ

る肥沼に名誉市民の称号を与えました。そし

て市庁舎の正面玄関の壁には、彼の功績を讃

える「記念銘板」が飾られています（「大戦秘

史 リーツェンの桜」より）。 

先にも述べましたが、ソ連軍は残留してい

た邦人を見つけ次第、日本に送り帰していま

した。医者が不足する当時のドイツゆえに例

外扱いされたのかもしれませんが、彼らがな

ぜ日本に戻らなかったのかは不明な部分も多

いのです。 

敗戦後のドイツに残るには、生活基盤を考

えると現地女性の存在を考えずにもいられま

せん。しかしながら第一義的には困った人を

見たら、助けずにはいられない医師の本分か

らでた行為だと私は思います。 

 

˪ІϱІ ∕˫ 

私はキヤノンの駐在員として1986年から

90年までスイス、続けて92年までオランダ、

その後は2003年から10年までドイツに駐在

しました。最近のことではありませんが、そ

こから学んだことなどを書きます。 

 

最初の赴任の時期は、海外赴任について 

「憧れの海外駐在」から、「海外駐在ご苦労さ

ん」と言われるようになったころでした。企

業では海外経験が決して出世の条件ではない

と言われるようになった時代です。 

そしてバブルの時代でした。スイスは金融

業が盛んな国でしたから、日本からは多くの

銀行、証券会社が駐在員を送っていました。

日本では聞いたこともなかったような証券会

社まで来ていました。会社の規定からでしょ

うが、皆さんとても立派なアパートを借りて

いました。メーカーから来た私は肩身が狭い

思いをしたものです。しかしそうした証券会

社のいくつかは、バブル崩壊後に再編され今

では存在していません。栄枯盛衰を感じずに

はいられませんでした。 

また、私は大学時代にドイツ語を学んでお

りましたので、会社に入っても絶えずドイツ

赴任を希望していました。ドイツにはよい縁

がなかったのですが、上司は気を遣ってくれ

てスイスに赴任する話をまとめてくれました。

確かにチューリッヒはドイツ語圏です。仕事

はスイス国内での販売で、日本人は社長が一

人いるだけです。人口も日本の十分の一以下

で、そこで働くというのは一抹の寂しさを覚

えました。 
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愛車と 上：スイス時代のBMWと筆者 

下：ドイツ時代のBMWと筆者 

 

これはある意味当たりましたが、一方では

スイスという素晴らしい国で暮らせたのは、

貴重な経験でした。 

美しい自然は言うまでもありません。また

メーカーで比較的地に足が着いた生活でした

ので、同じアパートのスイス人の部屋にもよ

く招待されました。 

欧州に暮らした日本人の調査と言うライフ

ワークはこの頃目覚め、日本に戻って2000年

に自分のホームページを立ち上げましたが、

タイトルは「日瑞関係のページ」としました。

スイスは古くは漢字で「瑞西」と表し、そこ

から一字取りました。おかげ様でこのホーム

ページは今も続き、訪問者は173万人を超え

ています。 

 

˪ϷжрЍ ∕˫ 

私はその後オランダにそのまま横滑りにな

ったのですが、着任早々スイスから持ち込ん

だBMWを家の前から盗まれてしまいました。 

そのためにオランダに対する印象は私の中

では非常に悪いものでした。そんな中、オラ

ンダの駐在員と話をしていると「オランダほ

ど暮らしやすい国はない」と言う同僚がいて、

私は思わず「嘘だろ」と声を上げてしまいま

した。国の好き嫌いは主観によるもので、多

くの人は最初に暮らした国への思い入れが強

いようです。皆さんも海外に出ると、最初の

国が必ず好きになるものです。 

 

˪ЖϱБ ∕˫ 

オランダは短く２年の駐在で1992年に日本

に戻りました。その後も間もなくまた海外へ

の赴任はあるだろうと思っていましたが、な

かなかその機会は巡ってきませんでした。「も

うないのかなあ」とも思い始めていた2003年、

ドイツ赴任の話がありました。この時は希望

を叶えてくれる会社にとても感謝しました。 

ドイツ駐在で感じたのは ITの力です。前回

の駐在時、「現地人は表を作っても縦横の数字

を合わせることが出来ない」と馬鹿にして、

日本人出向者は電卓片手に遅くまで資料を作

成したものでした。しかし、この時はエクセ

ルがあり、ローカルの人がしっかりした表を

我々以上に正確に、しかも綺麗に作ることが

出来たのです。日本人が強いと思っていたこ

とはマイクロソフト社のエクセルというソフ

トによって、見事に砕かれてしまいました。

もう本当に創造力でがっぷり四つに勝負する

しかなくなりました。 

 

˪ ᴟּזᵓ˫ 

ドイツから戻ったのは2010年でした。すで

にその10年ほど前から、もう欧州戦争体験者

の話を直接聞くことは出来ないだろうと私は
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1942年4月 在ローマ日本大使館にて 

背の高い少女の右隣の着物姿が井上まゆみさん 

考えていました。当事者が少ない上に、先の

大戦からかなりの年月が経過したからです。 

ところが戻って間もなく、ある方から戦前

のドイツを体験した方を紹介されたのです。

その男性は子供時代をベルリンで過ごしまし

た。これは私にとっては「コロンブスの卵」

のような発見でした。 

それまで体験者というのは当時成人であっ

た方を考えていたのですが、子供もいたので

す。当初は子供だから大したことは語れない

であろうとも思いましたが、話を聞くと色鮮

やかに欧州を刻み込んでいることが分かりま

した。また貴重な写真類をお持ちでした。 

 

そうして知り合った「当時の子供」の中に

は、レニ・リーフェンシュタール監督が撮影

した、1936年に開催されたベルリンオリンピ

ックの記録映画「オリンピア」に出てくる少

女がいました。この事実を私が伝え、昨年朝

日新聞で紹介されています。付け加えますと

彼女は記事が出て３か月ほど経って、急に亡

くなってしまいます。98歳でした。 

また井上まゆみさんという方は、戦時中ロ 

 

 

 

ーマに滞在していましたが、日本大使館を訪

問したムッソリーニに頬をなでられた体験を

お持ちです。彼女は健在で、その時の写真も

お持ちです。まさに第二次世界大戦が、今も

現代史であることを語る生き証人です。 

日本開戦から80年が経過しました。しかし

こうした方々が今も健在なのは、医療の進歩

による長寿化社会の賜物であることは間違い

ありません。 

 

˪ЀкЗỂϦϥσΤϦ˫ 

2020年から２年近く、コロナ禍で自粛を強

要されました。私はそのまとまった時間を利

用して、これまでにホームページ上で紹介し

てきた内容を、書籍にして自費出版すること

を進めました。それは『心の糧（戦時下の軽

井沢）』他計４冊です。この自粛というまとま

った時間がなければ、決して成し遂げること

はなかったと思います。“おうち時間”を決し

て無駄にはしなかった自分に満足しています。 

（おおほり・そう、横浜日独協会） 

 

付記：現代史研究を課題とする私がこのよ

うな場に文章を書かせていただくのは以下の

経緯からです。昨年、私のライフワークが日

本経済新聞の「カバーストーリー」で「戦火

の欧州を生きた日本人」というタイトルで紹

介されました。その後、ある方から、泉孝英

先生が書かれた『日本・欧米間、戦時下の旅

―第二次世界大戦下、日本人往来の記録』と

研究分野が近いからと、先生を紹介いただき

ました。そして先生より寄稿を依頼された次

第です。 



 43 

2008年大統領選に出馬した故マケイン上院議員をイン

タビュー。左が筆者（2015年4月）。 

˦ϵАЈϱ˧ 

変わる米国、アイデン

ティティーの危機も 

木下英臣 

 ϱжϼ ͎  

2003～05年、2012～17年の計７年半、通信

社記者として米首都ワシントンで勤務、取材

活動に当たった。「健康塾通信」の読者の多く

は欧米各国での留学、研修、駐在など海外経

験豊富な多士済々がおそろいだと推察するの

で、ワシントンで外国人記者だった自分がど

んな仕事をしてきたか主に紹介していきたい。 

人生観が変わったと言えばいささかおおげ

さな表現だと思うが、仕事に対する見方はワ

シントン前と後では完全に違ったと断言でき

る。米国は国の成り立ちと歴史の独特さから

「アメリカ例外主義」と呼ばれているが、それ

を最も具現化しているのがワシントンだと思

う。また、私の拙い経験でもその特殊性をお

伝えできたらと考えた次第である。 

寒風吹きすさぶ中、ワシントン郊外のダレ

ス空港に降り立ったのは今から18年前の2003 

年３月18日。率直に言って、「新天地で頑張

ろう」といった高揚感はなく、とても憂うつ

な気分だった。なぜか。当時のブッシュ政権

が主導したイラク戦争開戦目前だったからだ。

案の定、米英両軍は２日後の３月20日、イラ

クに侵攻。５月末、ブッシュ大統領が空母リ

ンカーンの艦上で「使命は果たした」と〝勝

利宣言〟するまでワシントン支局は総掛かり

でイラク戦争取材に当たった。当時の私は国

防総省担当、米軍が次にどんな展開をするの

か慣れない土地で悪戦苦闘した。イラク戦争

中はアパート探しの時間も取れず、諸事情も

重なって結局、入居できたのは７月上旬。４

カ月近く安モーテルでの生活を余儀なくされ

た。ホテルのバスタブで下着を洗っていたこ

とは今だからこそ〝良き思い出〟と言えるが、

当時はわびしさいっぱいだった。戦況は落ち

着いたものの、イラクではその後も市民や駐

留米兵を標的にしたテロが横行、多くの犠牲

者が出た。戦争の大義だった大量破壊兵器も

結局見つからずじまいに終わり、サダム・フ

セインという独裁者はいなくなったが、絶対

的権力の空白から後に過激派武装組織「イス

ラム国」の台頭を許す一因をつくってしまっ

た。ブッシュ氏はイラク戦争の評価について

「歴史が判断する」と他人事だ。戦争は「究極

の政治」だ。イラク戦争が世界にもたらした

ものは何か今も問い続けている。 

 

ϩϣΰϓ  יּ

イラク戦争が最重要の取材課題であること
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は論をまたないが、日本の記者である私は同

時に日米関係や東アジア情勢にエネルギーを

注がなければいけない。イラク情勢が一段落

した時点で、日米関係などの取材先開拓に着

手しようと考えた。とはいえ、どこから手を

つけたらいいのか。もともとは政治部で首相

官邸、野党、自民党、外務省などを担当して

きたが、海外での取材経験はごくわずかだっ

た。おまけに記者にあるまじきことに無類の

出無精で、初の海外旅行は27歳の誕生日目前

という遅さ。途方に暮れていたところ、ネッ

トである保守系シンクタンク「新しいアメリ

カの世紀」（筆者訳）を見つけた。ブッシュ政

権の外交・安保政策はネオコンと呼ばれる新

保守主義者が主流だった。世界に米国的な民

主主義を広げるため、積極的に他国への関与

を探る人たちだ。このシンクタンクに所属す

る女性の中国専門家を訪ねた。彼女は親切丁

寧に中国の現状を語ってくれた。礼を言って

去ろうとすると、 

「この人に会ったら？」と議会上院外交委員

会のスタッフを教えてくれた。この人物はバ

イデン民主党上院議員（現大統領）のアジア

担当上級スタッフ、フランク・ジャヌージ氏

だった。ジャヌージ氏とは今も親交を続けて

いる。保守派から民主党系スタッフを紹介さ

れることに不思議な感覚を抱いたが、ジャヌ

ージ氏からは共和党のアジア専門家も紹介し

てくれた。「党派に関係なく、専門家同士は繋

がっている」。ワシントンの流儀を教わった。 

この話の肝はここからである。バイデン氏

オフィスで待っている際、受け付けにいた黒

人の青年に話しかけられた。聞けば日系人が

多く住むカリフォルニア州サクラメントの出

身。後日、彼を昼飯に誘った。自分は国防総

省担当だが伝ては何もない。もし国防総省や

米軍関係者に知り合いがいたら紹介してほし

い。今から思うと、一介のレセプショニスト

に依頼するのは無茶な話である。ところが彼

は「陸軍少佐なら知っている」と言うではな

いか。早速飛びつき、今度は３人でランチと

なった。本人の許可を得てないのでまるまる

実名というわけにはいかないが、ファースト

ネームはピーターという韓国系米国人だった。

偶然にもアジア太平洋担当の国防総省高官の

アシスタントを務め、自衛隊から各国大使館

に派遣される防衛駐在官と米軍のアジア担当

者による送別会に民間人の身分でただ一人招

かれた。送別会で会ったある海兵隊中佐が後

に重要な取材源となり、私の各日米、アジア

絡みの記事で多大な貢献をしてくれた。シン

クタンク研究員から上院スタッフと受け付け

の若者、さらに陸軍少佐へと繋がり、そこか

ら海兵隊中佐とたどり着いた。わらからの

物々交換でお金持ちになっていく童話「わら

しべ長者」のような話である。「この街（ワシ

ントン）ではお金は関心を持たれない。主要

通貨は権力との距離だ」。ワシントンは大統領

を太陽に、さまざまな惑星が太陽に近づくた

めにはネットワークをいかに構築していくか。

この体験以降、私はどんなささいな出会いで

も大切にしようと心がけ、実際その後も偶然

のきっかけで多くの取材先やかけがえのない

友人を見つけることができた。 

 

ϘήΤχЕжрФ♃  

支局長として２回目のワシントン勤務での

ハイライトは2016年の米大統領選だ。言わず

もがなのトランプ共和党候補の当選である。

まさかの番狂わせに世界中が言葉を失ったと

思う。イラク戦争同様、なぜ公職経験もない

トランプ氏が勝てたのか、米国の社会・政治

はどんな方向に進むのか今も尾を引きずって

いる。マスコミの悪いくせに事案を単純化し
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過ぎるという傾向がある。結果には必ず原因

があるが、たいていの場合、原因は一つでは

なく、さまざまな要素が入り組んでいるもの

だ。そのことを踏まえた上で私が現時点で考

えているのは「属性支配」が現在の政治、社

会で幅をきかせていることに主因があると考

えている。理想の政治とは純粋に政策を競い

合い、有権者はその優劣を判断し、党や候補

者を選挙で選ぶ。だが、人々は自分がどんな

立場、どんなグループに入っているのか自己

の属性を意識して投票行動などを決めている。

政治的に置き去りにされてきた白人労働者の 

共感を呼ぶ発言を連発したトランプ氏に「仲

間意識」を感じたことがトランプ氏当選に繋

がった。 

この50年間、非白人の人口は３倍に膨れあ

がり、2040年代に白人が５割を切るのは確実

だ。教会に毎週通う敬虔なキリスト教徒も激

減し、無宗教の米国人が増えている。これま

でとは異なる米国人の存在に戸惑い、アイデ

ンティティーの危機を感じている人は少なく

ない。米国の社会は急速に変わっている。 

（元共同通信社ワシントン支局長） 

 

トルーマン (1945～53) ：鈴木貫太郎、東久邇野宮稔彦王、幣原喜重郎、吉田 茂、 

  片山 哲、芦田 均、吉田 茂 

アイゼンハワー (1953～61) ：吉田 茂、鳩山一郎、石橋湛山、岸 信介、池田勇人 

ケネディ (1961～63) ：池田勇人、佐藤栄作 

ジョンソン (1963～69) ：佐藤栄作 

ニクソン (1969～74) ：佐藤栄作、田中角栄 

フォード (1974～77) ：田中角栄、三木武夫、福田赳夫 

カーター (1977～81) ：福田赳夫、大平正芳、（臨時代理：伊東正義）、鈴木善幸 

レーガン (1981～89) ：鈴木善幸、中曽根康弘、竹下 登 

ブッシュ (1989～93) ：竹下 登、宇野宗佑、海部俊樹、宮沢喜一 

クリントン (1993～2001) ：宮沢喜一、細川護煕、羽田 孜、村山富市、橋本龍太郎、 

  小渕恵三、森 喜朗 

W.ブッシュ (2001～09) ：森 喜朗、小泉純一郎、安倍晋三、福田康夫、麻生太郎 

オバマ (2009～17) ：麻生太郎、鳩山由紀夫、菅 直人、野田佳彦、安倍晋三 

トランプ (2017～21) ：安倍晋三、菅 義偉 

バイデン (2021～) ：菅 義偉、岸田文雄 

 

……………………………………………………………………………………………………………… 

付記：第２次世界大戦後の歴代米国大統領と日本の首相 
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˦ϵАЈϱ˧ 

東京探訪記⑻ 

神田川の源流に遡る 

四元秀毅 

 

͍ ¬ӻχ ∞ º 

吉祥寺駅南側の「井の頭池」にある弁財天。もと源頼

朝の再建によるというこの弁天様は、江戸時代に庶民

が参拝する名所の一つであった。何度も火災・地震に

見舞われ、現在の弁天宮は約百年前に作られたもので

ある。（2022年2月撮影） 

オミクロン株の拡散で、２月現在、新型コ

ロナウィルス感染症の収束はまだ見通せない

状況にある。ただし、この株では感染力は高

まっているものの重症化率は低下しており、

ウィルスに進化の兆しも窺える。各種対策を

施して早くこの禍から抜け出たいものである。 

本連載では、前回、杉並区の西端にある“善

福寺池”とそこから流れ出る“善福寺川”を紹

介し、これが JR 中央線を挟んで対側（南側）

にある“井の頭池”に発する神田川と合流す

ることを述べた。ところが、この展開では神

田川源流が疎外されてしまった感があるので、

今回はこれを補うために水源地である井の頭

池とその周辺を廻ることとしたい。 

 

ˮӻχ ˯̋ˮṷ ⱬ˯ζΰοˮỜ ˯ 

“井の頭”の名は、一説では徳川家光が神田

上水の水源を“井之頭”と名づけたことに依

るという。豊かな湧水に恵まれた「井の頭池」

周辺は昔から住み易い土地だったようで、近

くからは縄文遺跡も出土している。池（公園）

には弁財天があり（図１）、これは源頼朝が平

家追討の祈願成就に感謝し建久８年（1197年）

に再建したものに由来するという。善福寺池

と同様、ここも頼朝ゆかりの地であった。そ

して江戸時代初期、そこを水源として設けら

れた神田上水は、他の池からの流れと合流し

て江戸城と周辺の町の生活を支えることにな

る。 

井の頭池の北側に拡がる町は「吉祥寺」で

ある。この地名はもと江戸城内にあった太田

道灌以来の寺院「（諏訪山）吉祥寺」に由来し

ており、ここに至るには“明暦の大火”など

が関与した。水道橋に移っていた寺とその門

前町は相次ぐ火災で焼失し、焼け出された住

民達が勧められて向かった先が武蔵野の地で

あった。後述するように寺は本駒込に移りそ

こに残ったが、住民達は昔を偲んで移住先の

開墾地を吉祥寺村と名付け、それが現在の地

名になったのである。一帯は関東ローム層に

蔽われており畑作地帯であるが、農民達は、

朝方、野菜などの作物を五日市街道経由で江

戸に運んだ。その間約四里、日々の運搬の限

界距離であった。なお、彼らに与えられたの

は一戸毎に整然と区画された短冊状の土地で、

間口は広くないが奥行きは１㎞以上もあった。

いまではかつての一戸分の土地は細分化され、

その狭い地所を現代人達は居住地などとして

用いているのである。 
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͎ ṍχ ἆ₅ 

中央上部の〈2〉が“吉祥寺”で、その下方（南）には土井大炊頭（おおいのかみ）

の広大な屋敷がみえる。一方、下端の広い空間は“御薬園”〈8〉と“養生所”

〈7〉である。（江戸楽編集部「古地図で歩く江戸・東京」；メイツ出版㈱〈東京〉

2018年に依る） 

一方、池の南側には神田川

に沿うようにして「玉川上水」

が流れている。これは多摩川

上流の羽村に発し武蔵野台地

を東流して四谷に至る上水で、

その全長は43㎞とマラソンよ

りやや長い。数十年前に造ら

れた神田上水だけでは拡張す

る江戸の町を支えきれなくな

り、これを補うため17世紀半

ばに苦労のすえ作られたのが

この上水であった。そこから

は吉祥寺の西側で北東に向か

う千川上水などが分岐してお

り、それらは上記地域の畑作

用の水を供給した。神田上水

を補うために作られた玉川上

水は、江戸住民の生活のみな

らず、武蔵野の地の農産物生

産にも貢献したのである。 

  

ἆ₅χˮṷ ⱬ˯ρˮῈ

 ˯ה

本駒込（文京区）は江戸城

の北方向に位置し、かつて武

家屋敷が置かれ、寺院の多い

地域である。その古地図（図

２）には「吉祥寺」の名がみえ

るが、これは上述したように

江戸城内にあったのが相次ぐ火災などで江戸

初期に水道橋経由でこの地に移り、後に漢学

の一大研究地になったところである。寺はこ

の地に止まり現存しているが、焼け出された

門前町の住民達は武蔵野の地に移住し、そこ

が現在の「吉祥寺」の町になった。 

一方、図の下部には「御薬園（おやくえん）」

と「養生所」の文字が見える〈8〉〈7〉。前者は

徳川綱吉の時代に幕府の“薬草園”が移って

きたのが始まりで、吉宗の享保の改革の際に

拡充され、隣に貧民のための施療院も併設さ

れた。現在、この地域は“小石川植物園”（東

京大学理学部施設）になっている。 

図には他にも興味深い寺の名がみえるが、

これらは次回紹介することとしたい。 

（国立病院機構東京病院名誉院長） 
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“完全燃焼人生”の 

田代 裕先生 
玄番央恵 

 私が田代裕先生に最後にお会いしたのは、

ホテル・グランヴィア大阪で開催された公益

財団法人安田記念医学財団・平成30年度研究

助成金贈呈式の開始直前だった。先生は御令

息（田代啓京都府医大教授）の押す車椅子に

乗っておられたが、偶々近くにいた私に「玄

番先生、僕は大腸癌で人工肛門なんですよ」

と、いつもの、あの爽やかな、口元にはかす

かな笑みが…と思えるような表情で、おっし

ゃった。初めて耳にする先生の御病状に驚く

と同時に、そんなお辛い状況を淡々と、まる

で他人事か科学研究結果のように話される先

生に、私はどのような言葉でお返しすれば…

と、一瞬迷った。当時先生には、加齢性眼科

疾患に起因の視覚障害があり、その上、御令

室を数年前に亡くされておられた。そのよう

な状況下で、何故このような爽やかな表情と

態度を取れるのか？ 

その謎は、先生が書かれた『昆虫・サッカ

ー少年から細胞生物学への道』や『関西医科

大学の創設史建学の精神と学風―和辻春次・

濱地藤太郎教員と学生たち』を読み、さらに

先生が理事長（或いは代表理事）として関わ

られた財団法人（或いは公益財団法人）安田

記念医学財団発行『財団の歩み』を読んでい

く中に、私の中で少しずつ氷解していった。 

京一中（京都第一中学校）時代の先生は博

物同好会に入部して昆虫、特に蝶の採集に夢

中になり、国内の山々へ登られた。又、同校

サッカー部主将の感涙に咽びながらの、入部

お願い演説に感激してサッカー部に入部し、

２つのクラブ活動で大忙しの日々を送られた。

さらに生徒役員（昔の応援団員）にもなり、

新入生に校歌や応援歌を教えられたとかで、

勉強時間は極端に短かったそうだが、ある事

故～校内ラグビー試合に出場した先生が強烈

なタックルを受けて、外傷性胸膜炎に罹患～

のお陰（？）で勉強時間が増え、成績が向上し

たそうである。その成績だが、国語や英語等

文系の学課に比べ、数学や物理等理系向きの

学課の成績は良くなかったそうで、第１期

校：一高文科受験、第２期校：京大医専受験

をなさったとか。受験後、昭和19年に京大医

専に入学なさったが、当時の戦時体制下で学

業を続けるためには最善の選択肢だったよう

である。 

医専の１年生では、学課の一般教養以外に

京一中の数学、物理、化学の勉強を全部一か

らやり直し、毛嫌いしていた理系の科目に親

しみを覚え、医学への理解も深まり、医学の

勉強が楽しくなっていったとか。２年生にな

って、天野重安助教授（病理学）の強烈で凄

い講義を聴いたとたん、先生は“血沸き肉躍

る”という思いに駆られたそうで、その後も

数々の名講義を聴く中に先生は基礎医学、特

に細胞生物学の研究者を目指すようになられ

た…のではと思われる。さらに京大医専卒業

年（昭和24年）の11月に、京一中の先輩、湯

川秀樹博士が、日本人初のノーベル物理学賞

を受賞なさったことが、一層、先生を細胞生

物学研究者への道に向かわせたのかも。 

1950年（昭和25年）10月から京大医学部専

修科生となり、京大医学部第二生理学教室（笹

川研）に入室した。当時笹川研では電子顕微

鏡の技術開発と細胞の微細構造研究、一般生

理学、運動生理学等の研究が行われていたが、

入室した先生の研究課題は“RI（放射性同位
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元素）による細胞機能の研究”という漠然と

したものだった。そこで先生は Cl や P の同

位元素を用いて生体膜のイオン透過性の研究

を昼も夜も必死に行った上に、教室の笹川教

授と細見講師が昭和24年に提唱した生活基本

小体説に反対したことで、教授と先生の人間

関係が最悪であったことも加わったことによ

るストレスが原因か、1952年末頃、研究室で

大量吐血・失神して京大病院に緊急入院し、

十二指腸潰瘍と診断された。幸いにも２か月

余りで退院した後、研究の方向を変えるため、

京大理学部の物理学と化学の講義を聴講し、

江上不二夫編「核酸・核蛋白質」等の読書と

細胞の構造と蛋白質合成に関連の文献検索を

熱心に行った。 

京大医学部第二生理学教室は笹川研から井

上研に変わった1958年頃から、教室の空気は

一変して自由になり、しかも種々の公的費用

が入って教室の設備の近代化、例えば低温室、

分離用超遠心機、分光光度計等が設置された

為、細胞生物学的研究を行えるようになった。

ところで1959年３月、当時米国ロックフェラ

ー研究所のＳ. グラニック研究室に留学中の

佐野晴洋氏から嬉しい手紙～先生が同研究所

のパラーデ研に留学できる可能性があること

を知らせる内容～が届いた。先生は早速パラ

ーデ研のＰ. シーケビッツ先生に手紙を書き、

ロックフェラー財団の面接にも合格し、パラ

ーデ研への留学が決定。そこで1961年8月、先

生は御令室と共に京都を出発し、翌日ニュー

ヨークのロックフェラー研究所に着いて C.E. 

パラーデ、P. シーケビッツ両先生に会われた。 

パラーデ研では、当時の日本では到底考え

られないことだが、活気に溢れ、20人もの研

究者が夫々マイペースで好きな研究課題に取

り組んでいた。先生は肝膜結合リボソームの

亜粒子構造の解明、及びリボソームの亜粒子

構造と蛋白合成との関係の解明の２つの研究

課題を提案して、C.E.パラーデ、P.シーケビ

ッツ両先生の賛同を得、その研究に没頭した。 

２年余りの留学を終えて帰国した先生が驚

いたことに、関西医科大学第一生理学講座教

授の候補者になっていた。実は先生には、留

学中に思いついた仮説証明の為の再留学、そ

れはパラーデ研の大学院生となってその仮説

を証明してノーベル賞受賞を目指したい、と

の願望があった。しかし諸般の状況を考慮し、

内定した関西医大教授就任を受諾なさったが、

先生の心中には関西医大をノーベル賞が取れ

るような一流の大学にするよう頑張ろう、と

いう夢・願望が存在していたようである。 

先生が関西医大教授に就任後、世界に通用

する細胞生物学的研究のできる施設を早く構

築したいという先生の強い願望は、「関西医大

を関西の慶応にしたい」の心意気を持ってお

られた当時の荻生学長の強力なご支援を得て、

関西医大に低温室や放射性同位元素実験施設

等を備えた綜合研究施設（綜研）が設置され、

さらに先生の研究論文の公表により獲得され

た公的資金で大型電顕が購入される等して

徐々に研究環境が整備され、すべての細胞生

物学的研究、及びそれ以外の研究も多く関西

医大で行えるようになっていった。私自身が

その恩恵を受けていた事を、今初めて分かっ

たのである。 

先生が関西医科大学学長に就任された年

（1993年）に、私は関西医科大学第二生理学講

座教授に就任した。私がそれまでに京大脳研

究施設で長年行ってきた、認知機能の解明を

目指すサルの慢性実験を関西医大で直ちに開

始するのは、色んな点で難しい事が直ぐ分か

った。そこで視点を変え、鬱状態など人間の

情動を客観的に評価できる指標を見つけたい、

と考え、自律神経系制御の動態を中心に据え
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た新たな研究を開始した。被検者に、絵画等

を見せたり、音楽や落語等を聴かせたり、或

いは絵を描いてもらったり、計算を行っても

らったり等々、被検者の情動に影響するよう

な事を行ってもらう際の、被検者の発汗の質・

量、血流量、心拍数、耳下腺唾液分泌の量・

速度等自律神経関連のデータ、及び脳波、下

顎筋活動、眼電図を計測し、分析した。この

研究は綜研の電気室Ⅲで行ったが、幸い興味

深い成果、唾液分泌速度が情動の客観的指標

になることを明らかに出来た。これは綜研が

設置されていたからこその成果と言えよう。 

ところで先生に申し訳ないことをしたので

は、と私が少々悔やんでいる事例がある。就

任して３年足らずのある日、参加していた国

際学会で一人の米国人に声をかけられ、「国際

チーム（ハンガリー、ノルウェー、英国等多

様な国籍の研究者で構成）で国際研究費を申

請するので加わって欲しい」と誘われたので、

深く考えずに受諾し、申請書を書いた。その

数か月後、その国際研究費の割り当て分が私

の研究室に転がり込んだ。その数日後、田代

学長に呼ばれて学長室に行くと「是非、国際

シンポジウムを開催して下さい。開催費用は

大学で用意します」と笑顔でおっしゃったの

だが、私はその申し出を直ちに断った。それ

は、その１年前ごろ、私の講座に「サルの慢

性実験を教えて欲しい」との願望を抱いて入

室した新教員の存在が私の背中を押したのか、

以前に京大で行っていた研究を再開しようと

決意し、その研究体制づくりに必死になって

いた時期でもあり、それ以外のこと、まして

国際シンポジウムの開催等、到底考える余裕

がなかったのである。だが、京大時代の同僚

や国内の研究仲間等に相談していれば、開催

出来たかも…と考えられるし、又、田代先生

の関西医大にかけておられた情熱、夢をその

当時知っていたならば、そのお申し出に多少

とも応じられるやり方を考えたかも…と、思

えてならない。 

どんな事にも熱心に取り組まれる先生だが、

関西医大学長に就任後、関西医科大学創設史

を当時の熊澤耳鼻咽喉科教授と共同で研究な

さる一方、医学概論の責任者となられて本学

の歴史と建学の精神・教育理念、学歌「のぞ

み」についての講義を本学の学生へ行われた。

さらに同窓生等多くの本学関係者の幅広い利

用を考慮して歴史資料室を設置し、本学の創

設史に関する資料を保管なさった。先生は

2000年（平成12年）末で本学学長を辞任なさ

ったが、それ以後も本学創設史の研究を継続

されたようである。又退任時に、本学の「建

学の精神」「教育理念」の標語として20語を提

唱なさったが、その中での最良の標語は「慈

仁心鏡」だと考えておられたようである。そ

の３年後、次の日置学長の時代に「慈仁心鏡」

が本学の「建学の精神」の標語に決まった。 

2013年（平成25年）11月３日にリーガロイ

ヤルホテル大阪で、関西医科大学同窓会創立

80周年・財団法人加多の会創立40周年の記念

講演会が開催され、先生は、本学創設史の研

究を行う過程で知り得た諸々の事実をご自分

の考えを交えつつ、会場にお集まりの人々に

語りかけるようにお話になっておられたお姿、

そしてその時のお声は今なお耳の中に残って

いる。 

ところで関西医大学長退任後の翌年、2001

年（平成13年）秋に先生は財団法人安田記念

医学財団理事長に就任なさったが、本財団は

「癌の予防と撲滅」のための研究助成と奨学 

金の給付活動、及び啓発活動を行い、これら

の活動を通じて医学水準の向上と健康福祉の

増進に寄与するために、初代理事長安田基隆

氏により1988年（昭和63年）に設立された。
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先生は当財団においてもそれまでの活動・活

躍と同様に全力を傾け、財団の基盤強化や運

営の合理化、研究助成分野の拡大や助成金の

増額、啓発活動の強化等多くの改革を実行な

さった。その１例だが、本財団の癌研究助成

の受賞者の中からも、是非ともノーベル医学

賞の候補になるような研究が出ることを祈念

して、平成22年度（2010年）に安田記念医学

賞を設立した。このような本財団の長年に亘

る地道な活動が世の中に知られ認められたの

か、内閣府から認定されて、2012年（平成24

年）４月１日付けをもって本財団は「公益財

団法人安田記念医学財団」と名称変更した。

そして理事長は代表理事と名称変更すること

になったのである。 

ところで2007年（平成19年）３月に関西医

大を定年退官した私は、夫（玄番宗一大阪薬

科大学名誉教授）の企画した世界各国の旅を

楽しみ、それらの旅の記録として水彩画を描

き、30枚位になると個展を開催した。2013年

（平成25年）１月半ば、私が第二回目の個展

「玄番央恵展～楽しんで！ 世界旅を水彩画で

～」を開催していた会場：くずはアートギャ

ラリー（くずはモール３階）に、先生がお越

しになられた。久しぶりにお会いする先生は、

以前と同様、口元に微笑を浮かべた柔和な表

情に私は嬉しさと懐かしさを覚えた。先生は

私に「貴女を公益財団法人安田記念医学財団

の監事に推挙したいので、履歴書を送って下

さい」とおっしゃり、送付先を書いたメモを

渡して会場から去られたのである。 

2013年（平成25年）春から、私は先輩監事

の田島仁東京大学名誉教授の指導を仰ぎなが

ら、なんとか公益財団法人安田記念医学財団

の監事職を務めているが、先生は本財団の理

事長（或いは代表理事）として2019年（平成

31年）３月に退任なさるまでの18年余りもの

長きに亘り、癌の予防と治療（撲滅）を目的

とする活動にエネルギーを注いでこられたの

である。その後、本財団は財団創立者の御令

息（安田勝彦元関西医大病院教授）が理事長

に就任し、癌撲滅のための癌研究助成、癌研

究の国際協力・国際交流に対する海外研究助

成、癌看護に対する研究助成等を推進中。一

方以前、先生が教授・学長として心血を注が

れた関西医科大学は今や医学部、看護学部、

リハビリテーション学部を持つ医療系複合大

学になり、さらに国際化推進センター構想も

立ち上げ、国際大学院も今年の秋に実現かも、

という状況にまで研究環境の国際化を進め、

世界的に権威のある THE 世界大学ランキン

グ2022で、国内では総合大学を含め13位、私

学で２位の高評価を得るように発展したので

ある。先生の思いが、先生の当時の気迫と行

動が、後に続く関西医大に関連の人々の心と

体を刺激し、今日の力強い発展へと導いたの

ではなかろうか。 

蝶を採集する時にも、サッカーを行う時に

も、外傷性胸膜炎や十二指腸潰瘍に罹患され

た時にも、細胞生物学的研究を行う時にも、

関西医科大学の教授・学長として活動する時

にも、財団法人安田記念医学財団理事長・公

益財団法人安田記念医学財団代表理事として

活動する時にも、これらすべての場合におい

て先生は、全力を傾けて考え、最良だと思え

る方法を選択して行動し、後に悔いを残さぬ

ように生きられたのでは…と、私には思えて

ならない。言い換えると先生は、多くの人が

羨みそうな“完全燃焼人生”を送られ、どん

な状況に置かれても驚かず、慌てず、あの穏

やかで柔和な表情と態度を持ち続けられたの

であろう。 

ご冥福をお祈り申し上げます。 

（関西医科大学名誉教授）
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香西豊子 監修 

いろは出版 2021年 

定価 1,650円（本体1,500円＋税10％） 

 

本書の監修者、香西豊子教授の「ワク

チンは万能ではない」と題された京都新

聞記事（2022年４月14日朝刊）を紹介し

ておきたい。      （泉 孝英） 

 

「ウィズコロナ社会」を生きる今、私た

ちに求められていることは何だろうか。

佛教大の香西豊子教授（医療社会学）は

人類が根絶に成功した唯一の感染症「天

然痘」の歴史を踏まえ、「ワクチンは万能

ではない」と警鐘を鳴らし、感染症教育

の重要性を説く。疫病と対峙してきた人

類史から学べるヒントとは。 

 

 

 

 

 

―新型コロナが発覚して以降の社会を

どう見ていたか。 

「100年に一度の流行とされるが、ウイ

ルスが強いというよりも経験値の低い社

会が不意打ちを食らった様な感覚。当初

は未曽有の感染症だとかなり社会が緊張

した。京都市内の大学でクラスターが発

生した際には学生らが攻撃されるなど、

コロナと『闘う』姿勢がさまざまな弊害

を生んでしまった。雰囲気が変わったの

は『ウィズコロナ』という言葉が使われ

始めた2020年夏ごろ。みんなに感染の可

能性があるとの認識が広がり、初期のこ

ろのような過剰な対応は落ち着いたので

はないか」 

―ワクチンの普及がもたらしたものは。 

「歴史的に見ても、ワクチンの予防接種

は万能ではない。ワクチンで感染症をコ

ントロールできた例は人の感染症だと天

然痘、動物に広げても牛疫のみだ。にも

かかわらず、接種すれば何とかなるとい

ったワクチン待望論が広がった。感染症

とは何か。ワクチンとは何か。過去、人

類はどんな感染症を経験してきたか。そ

ういった情報が共有されず、また学校教

育からも漏れている中、パンデミックの

経験がないせいもあってワクチン頼みに

なった側面がある。一方、接種しない人

へのハラスメントのような新たな分断も

生じた。重症化よりも社会から排除され

ることの方を恐れて接種が普及している

なら危険だと思う」 
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エリ・メチニコフ 著 

森田由紀 訳 

発行 中山人間科学振興財団 

発売 中山書店 2021年 

定価（本体2,700円＋税） 

 

ЮЎИЀТ ʄʝʯʥʠʢʦʚ, ʀʣʴʷ ʀʣʴʠʯ 

1845～1916 ロシアの生物学者。1864年

ハリコフ大卒。ドイツ・イタリアに留学。

イタリアでは、A.O.コヴァレーフスキィ

とともに研究に従事。õ70オデッサのノヴ

ォロシースク大教授となるが、大学行政

に反対したため追放され、õ88パリのパス

トゥール研究所へ移り死ぬまでここで病 

 

 

 

 

 

 

 

 

理学・微生物学・免疫学の研究を行なう。

パストゥール死後同副所長となる。õ83細

胞の食菌作用を発見し、その後食細胞作

用説と呼ばれる免疫学説を提唱。この研

究で、1908年ノーベル医学・生理学賞を

受賞。人間の腸内細菌相の研究にも興味

をもち、老衰に関する論文を書く。ダー

ウィンの進化論を高く評価。また、政治

的・思想的反動と積極的に闘った進歩的

社会活動家でもあった。（コンサイス人名

事典外国篇、三省堂 昭51） 

 

訳者 森田由紀 Morita Yuki 

広島市出身。東京外国語大学フランス

語科卒業。在学中にフランスのポワチエ

大学に１年間留学。東京外国語大学卒業

後渡欧。オランダのライデン大学人文学

部に入学し中国学専攻。同修士課程修了

後、オランダのヤクルト本社欧州本部に

入社。欧州事業拡張期の同社で法務を担

当し、会社設立、商標法、欧州食品法、

コーデックス国際規格などの業務に携わ

り、乳酸菌関連の学術広報もサポートし

た。退職時は法務・パブリックアフェア

ーズ担当役員。オランダ語公認翻訳家。

2020年からは東京大学史料編纂所共同研

究員として「18世紀オランダ東インド会

社の遣清使節日記の翻訳と研究」に携わ

り、現在に至る。 
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公益財団法人 京都健康管理研究会 

2021 (令和３)年度 事業報告 

 

［研究助成］ （受付順） 

・阪本貴士（京都大学医学部付属病院血液内科） 

成人Ｔ細胞白血病（ATL）における BCAT1高発現の病的意義の解明 

・福井寿朗（関西医科大学内科学第三講座） 

AOM/DDS 腸炎関連大腸癌モデルマウスを用いた Inflammation-dysplasia-carcinoma sequence の 

解析 

・原口正彦（総合地球環境学研究所） 

熱中症と新型コロナウィルス感染症に関するリスク認識・リスク回避行動の比較研究（分析モデル 

の開発とコミュニケーション手法の提案） 

・子安 翔（京都大学放射線診断科） 

制御性Ｔ細胞（Treg）に発現する CCR4の新規画像化方法の開発 

［海外留学助成］ （受付順） 

・角谷慶人（京都府立医科大学循環器内科） 

カナダ Univ. of Ottawa Heart Inst. 2年間 

・興梠陽平（京都大学呼吸器内科） 

米国 Univ. of California, San Diego 2年間 

［学会運営助成］ 

・第58回消化器免疫学会総会 

会長：内藤祐二（京都府立大学大学院医学研究科消化器内科学准教授） 

日時：2021年7月2日～3日 

会場：京都ホテルオークラ 

・第156回びまん性肺疾患研究会／2021年8月28日／大阪 

・第41回サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会／2021年10月29～30日／大阪 

・第７回日本筋学学術会議 

会長：荻原正敏（京都大学大学院医学研究科形態形成機構学教授） 

日時：2021年12月11日～12日 

会場：京都大学百周年時計台記念館 

［市民講座］ 

・第２回みんなで学ぶ健康学 ―足腰を守り健康寿命を延ばそう― 

講師：河井利之（京都大学医学部付属病院整形外科助教） 

日時：2021年11月21日 

会場：メルパルク京都／来場者数118名 

共催：公益財団法人京都健康管理研究会、大阪よみうり文化センター 

［季刊誌「健康塾通信」刊行］ 

・第13号（2021年4月15日）、第14号（2021年7月15日）、第15号（2021年10月15日）、 

第16号（2022年1月15日） 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 

2022年1月15日（午前10時開催） 第１回難病患者団体活動助成選考委員会 

2022年1月15日（午後2時開催） 第４回研究・奨学助成選考委員会 

2022年3月22日（書面開催） 理事会：令和４年度事業計画および予算 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 
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公益財団法人 京都健康管理研究会 

2022 (令和４)年度 助成決定 

 

［研究助成］ 

・岡村拓郎（京都府立医科大学内分泌代謝内科） 

自己反応性Ｔ細胞を標的とした１型糖尿病発症予防法の開発 

・山下侑吾（京都大学医学部付属病院循環器内科） 

弐本での新型コロナウィルス感染症に合併する血栓症の実態を調査し抗凝固療法による最適な予防 

法を検討する研究 

・日和良介（京都大学医学部附属病院免疫・膠原病内科） 

核内受容体 NR4A の低分子アゴニストによるループスモデルマウスの治療効果についての研究 

・河井利之（京都大学医学部附属病院整形外科） 

micro engineering 技術を用いた人工血管付人工骨開発の試み 

・長峯理子（京都府立医科大学人体病理学） 

『治療選択までを見越した新たな子宮体癌診断法の開発～多重免疫染色法を用いて～』  

多重免疫染色法と AI 画像解析を用いて、子宮体癌（内膜癌）の免疫微小環境を検索し、癌組織亜型・ 

分子分類・予後との相関の有無を検討する。 

日常病理診断で簡便に行うことができる免疫染色によって予後・治療感受性の予測が可能となる免 

疫染色抗体・組織形態学的所見の発見を目指す。 

・池添浩平（京都大学医学部附属病院呼吸器内科） 

間質性肺疾患における呼気 CT の定量評価の臨床的意義の検討 

・高橋 央（京都府立医科大学付属北部医療センター神経内科） 

京都府丹後地域の中高齢者を対象とした認知機能低下および老化の要因を探るための縦断的疫学研 

究（丹後活き生き長寿研究） 

・楊 知明（京都大学肝胆膵・移植外科） 

肝内胆管癌におけるフェロトーシス誘導による抗腫瘍効果の検証および関連バイオマーカーの探索 

・川口展子（京都大学医学部附属病院腫瘍内科） 

化学療法誘発性末梢神経障害予防を目的とした、弾性圧迫グローブ・ストッキングによる圧迫療法 

の開発及び臨床研究 

（受付順、応募数 21） 

［海外留学助成］ 

・糸井素啓（京都府立医科大学眼科学教室） 

豪州 Univ. of New South Wales 2年間 

・安田 怜（京都府立医科大学大学院医学研究科脳神経内科学） 

米国（TX）Baylor College of Medicine 2年間 

・日下部治郎（京都大学医学部大学院医学研究科社会健康医学系専攻専門職学位課程） 

米国 Cleveland Clinic Foundation 2年間 

・八木信一郎（京都府立医科大学大学院医学研究科循環器内科学） 

米国（カリフォルニア）Cedars-Sinai Medical Center, Smidt Heart Institute 1年間 

 

（受付順、応募数７） 
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住所：〒604-8111 京都市中京区三条通高倉東入桝屋町57番地 京都三条ビル401A号 

電話：075-746-2123（火・水・木・金の10～15時） 

FAX：075-746-2092  E-mail: info@kyoto-f.com  https://www.kyoto-f.com 

 

〈事業案内〉 

１．研究助成 １件 100万円まで 

２．海外留学助成 １件 120万円（／年、２年間まで） 

３．海外で開催される国際学会・研究会・シンポジウム等への出席経費の助成 １件 25万円まで 

４．難病患者団体（京都府下在住）の活動経費助成 １件 50万円まで 

１. ２. ３. ４. の2022年度の公募は2021年11月1日～12月31日に行いました。 

2023年度の公募は2022年10月1日～11月30日の予定です。詳細はウェブサイトをご参照ください。 

５．学会・研究会・運営経費の助成（１件 50万円まで）：受付は随時 

６．医学・医療にかかわる書籍の刊行・刊行助成（１件 100万円まで）：申請は随時 

５. ６. の詳細はウェブサイトをご参照ください。 

７．市民健康講座：2022年7月3日(日)に開催予定 

８．医療相談事業、医療教育講座事業 

９．季刊誌「健康塾通信」：1月15日、4月15日、7月15日、10月15日に発行予定 

…………………………………………………………………………………………………………………………… 

市民健康講座 

みんなで学ぶ健康学 〜眼科編〜 

眼の老化や病気を理解し、 

適切な対応と治療法を学ぼう 
講師 上野盛夫 

（京都府立医科大学眼科学講師） 

日時 2022年 7月 3日(日) 

13: 30～15: 45（開場13: 00） 

会場 メルパルク京都 7階 

主催 大阪よみうり文化センター 

 

 人間が外界から受け取る情報のうち、約８割は

目からの視覚情報です。目はカメラのような構造

をしており、レンズにあたる角膜と水晶体、フィ

ルムやCCDにあたる網膜、そして視覚情報を網膜

から脳へ伝える視神経のいずれかが傷んでも見え

方は悪くなります。 

本講演では主な中途失明原因の緑内障・加齢黄

斑変性・糖尿病網膜症や白内障を中心に目の病気

とその治療についてわかりやすくお話しします。 

 

公益財団法人 京都健康管理研究会 

健康塾通信をお読みいただける方は、「郵便番号、住所、氏名」を御記載の上、 

財団 FAX 075-746-2092 あるいは E-mail: info@kyoto-f.comにて御連絡下さい。 

郵送させていただきます。 


